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平成9年度施政方針「くらし日本一のまちづくり

平成9年度予算
睡ごF

165億円の使われ方」…　～

　　　　　　　　　融撒萬趣

市民総参画で前進！」・　～
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　白石弥治郎こけし村では2目1目から恒例の「雛の宴展」が行われ、村内や蔵王田」の工人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がんしん
がっくった150点のこけし雛で賑わいました。特に今回は「含浸」といわれる染料を圧力で

浸透させる技術を使ったこけし雛が公開され、訪れる人の人気を集めていました。

　3月3目の終了間際のテレビ放送の反響で急きょ3目23日まで期間を延長しての展示で

したが、愛らしいこけし雛に思わず「かわいい！」の声を上げる女性3世代に、変わらぬ微

笑みを浮かべているこけし雛でした。来年はあなたも会いに来てくださいね！



　
本
日
こ
こ
に
、
第
二
百
九
十
八
回
白
石
市
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す
諸
議

案
の
説
明
に
先
立
ち
、
平
成
九
年
度
の
市
政
運
営
に
対
す

る
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
す
。
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平
成
九
年
度
二
月
市
議
会
定

例
会
が
、
二
月
十
七
日
か
ら
三

月
六
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
も

　
今
回
の
議
案
は
、
各
種
条
例

の
制
定
や
一
部
改
正
、
平
成
九

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
の
当
初
予
算
な

ど
計
三
十
八
件
で
、
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
開
会
日
の
二
月
十
七

日
、
川
井
市
長
か
ら
平
成
九
年

度
を
迎
え
る
に
当
た
り
施
政
方

針
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
の
で
掲

載
い
た
し
ま
す
。
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さ
て
現
在
、
日
本
は
政
治
・
行
政
・
経
済
・
社
会
す
べ

て
の
面
で
全
く
の
閉
塞
状
況
に
あ
り
ま
す
。
公
共
投
資
の

是
非
に
つ
い
て
も
財
政
再
建
を
か
ら
め
て
大
き
く
論
議
さ

れ
て
い
る
中
で
、
時
代
を
先
取
り
し
て
国
、
県
の
理
解
を

得
な
が
ら
白
石
市
が
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
「
く
ら
し
日

本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
今
着
実
に
実
を
結
ぼ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
れ
ま
で

整
備
さ
れ
た
あ
る
い
は
整
備
し
つ
つ
あ
る
公
共
施
設
を
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
重
要
な
こ

と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
最
も
必
要
な
も
の
が
「
市
民
総
参
画
の
姿

勢
」
で
あ
り
、
「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
」
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
九
年
度
を
、
市
職
員
を
含
め
た
市
民
の
意

識
改
革
の
年
と
考
え
、
「
市
民
総
参
画
」
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
引
き
続
き
「
福
祉
・
文
化
・
環
境
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
更
な
る
飛
躍
の
た
め
に
、
そ
し
て
、
市
政

発
展
の
た
め
に
湛
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
、
ま

ず
も
っ
て
表
明
い
た
し
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
白
石
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

昭
和
六
十
三
年
に
策
定
し
た
第
三
次
総
合
計
画
、
い
わ
ゆ

る
「
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
実
施
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
策
定
後
九
年
を
経
過
し
、
平
成
十
二

年
ま
で
に
は
新
た
に
第
四
次
の
総
合
計
画
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
平
成
九
年
度
か
ら
の
ソ
フ
ト
事

、
口

業
へ
の
指
針
と
す
る
た
め
に
、
新
年
度
早
々
に
「
市
民
意

識
調
査
」
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ア
ン

ケ
ー
ト
方
式
に
よ
る
意
識
調
査
で
、
そ
の
設
問
項
目
の
検

討
に
つ
い
て
市
民
の
方
々
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

市
民
総
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
内
容
の
調
査
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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次
に
、
昨
年
末
に
着
工
い
た
し
ま
し
た
（
仮
称
）
白
石

市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
十
年
四
月
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
文
化
の
拠
点
施
設
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
最
も
重
要

な
こ
と
は
人
材
の
育
成
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
オ
ー
プ

ン
と
同
時
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
塾
を
開
き
ま
す
。
大
学
の

教
授
陣
を
初
め
と
す
る
産
学
官
の
専
門
家
を
招
き
、
市
民

が
楽
し
み
な
が
ら
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　
先
般
、
臼
川
地
区
に
情
報
系
の
学
科
を
中
心
と
し
た
県

高
等
技
術
専
門
校
設
置
の
方
針
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
市

と
い
た
し
ま
し
て
も
こ
の
専
門
校
と
も
連
携
し
、
よ
り
高
度

な
技
術
を
習
得
し
た
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
と
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
回

線
で
接
続
す
る
（
仮
称
）
白
石
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や

市
役
所
、
第
二
小
学
校
等
へ
の
機
器
設
置
及
び
光
フ
ァ
イ

バ
ー
等
の
敷
設
を
行
な
い
、
オ
ー
プ
ン
時
に
公
共
施
設
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
稼
動
で
き
る
よ
う

に
い
た
し
ま
す
。

　
更
に
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
推
進
協
議
会
で
は
、
専
門
家

と
市
民
の
連
携
と
参
画
の
も
と
、
平
成
十
年
以
降
の
白
石

市
の
あ
る
べ
き
情
報
化
構
想
を
鋭
意
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
首
都
圏
に
お
け
る
地
一
兀
情
報
発
信
と
い
た
し
ま
し
て
「
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
出
店
」
が
あ
り
ま
す
。
農
林
水
産
省

が
東
京
都
渋
谷
区
原
宿
に
設
置
い
た
し
て
お
り
ま
す
「
ふ

る
さ
と
プ
ラ
ザ
東
京
」
内
に
、
九
年
度
一
年
間
、
市
独
自

の
ブ
ー
ス
を
出
店
し
、
農
産
物
を
含
め
た
地
場
産
品
の
展

示
販
売
を
行
な
う
と
と
も
に
、
併
せ
て
観
光
P
R
を
行
な

い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
情
報
教
育
の
一
層
の
推
進
を
図

る
た
め
、
九
年
度
か
ら
十
一
年
度
ま
で
の
三
か
年
計
画
で
、

小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
小
学
校
は
児
童
二
人
に
一

台
、
中
学
校
は
生
徒
一
人
に
一
台
の
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
導
入
を
図
り
ま
す
。
初
年
度
で
あ
る
九
年
度
は
、

小
学
校
三
校
と
分
校
一
校
、
中
学
校
二
校
に
導
入
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

▼コンピューター教室の授業風景

醜
曝
「遡

噸

f
h
を
、
蕉
一
・劉

　　　　　　　　1
　　　　　　　／

　　　　　　卿

　　　　　　　P

　　　　　　　　一

婁
響

襲
ン

　
　
　
阿
～

囑「㌧7、〆
’二論〆

ノ

婆

い
昏
ゆ

4

画

　
次
に
、
福
祉
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
白
石
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
中
核
と
な
る
（
仮
称
）

白
石
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
、
九
年
度
い
よ
い
よ
完
成

い
た
し
ま
す
。
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
心
豊

か
な
福
祉
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
、
高
齢
者
や
障
害
者

の
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
保
健
福
祉
情
報
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
て
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
二
ー
ズ
に
合
っ
た
在
宅
で
の
き
め
細
か
な
保
健
．
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
更
に
、
八
年
度
に
実
施
し
た
「
障
害
者
や
高
齢
者
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の
二
ー
ズ
調

査
」
を
踏
ま
え
、
障
害
者
や
高
齢
者
の
方
が
地
域
の
中
で

社
会
参
加
を
容
易
に
す
る
よ
う
、
公
共
施
設
の
整
備
を
本

格
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
本
年
一
月
よ
り
早
朝
や
休
日
の
時
間
外
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
登
録
ヘ
ル
パ
ー
を
採
用
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に

お
け
る
入
浴
待
ち
を
解
消
す
る
た
め
に
民
間
事
業
者
に
委

託
し
、
一
層
の
在
宅
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
・

　
福
祉
と
合
わ
せ
た
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
基
本
健
康
診
査
項
目
に
、
九
年
度
か
ら
新
た
に

骨
粗
し
ょ
う
検
診
を
加
え
、
早
期
発
見
・
早
期
指
導
に
よ

る
予
防
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
、
新
た
に
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
検
査
も
検
査
項
目
に
追
加
し
て
検
診
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
九
年
度
か
ら
事
業
の
一
部
が
県
か
ら
市
町
村
に
移
譲
さ

れ
る
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
策
定
中
の
「
白

石
市
母
子
保
健
計
画
」
に
基
づ
き
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
水

準
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
は
文
化
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
け
る
文
化
体
育
の
殿
堂
と
し
て
、
ま
た
情
報

発
信
基
地
と
し
て
建
設
を
推
進
し
て
お
り
ま
し
た
「
白
石

市
文
化
体
育
活
動
セ
ン
タ
ー
」
は
、
本
年
三
月
竣
工
し
、

全
国
植
樹
祭
の
前
に
落
成
式
を
行
な
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。



そ
の
後
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

完
成
披
露
コ
ン
サ
ー
ト
、
新
体
操
模
範
演
技
会
、
ガ
ラ
コ

ン
サ
ー
ト
等
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
、
ま
た
、
三
枝
成
彰
音
楽
大
学
の
開
催
や
各
種
コ

ン
サ
ー
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本

リ
ー
グ
機
構
（
J
B
L
）
の
第
三
十
一
回
日
本
リ
ー
グ
男

子
一
部
ゲ
ー
ム
六
試
合
の
開
催
等
を
白
石
市
文
化
体
育
振

興
財
団
に
委
託
し
、
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
児
童
公
園
や
地
区
の
公
園
に
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
を
設
置
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
原
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
は
、
八
年
度
に

お
い
て
外
国
人
を
含
め
た
彫
刻
作
家
に
よ
る
伊
達
冠
石
を

使
用
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
彫
刻
ふ
れ
あ
い
の
苑
地
ゾ
ー
ン
及
び
四
季
の
花
木
苑

ゾ
ー
ン
、
一
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
暫
定
開
園
を
い
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、
今
後
は
こ
れ
ら
文
化
施
設
を
利
活
用
し
た
生
涯

学
習
の
推
進
を
図
る
た
め
、
冒
頭
申
し
上
げ
ま
し
た
「
市

民
意
識
調
査
」
の
結
果
を
踏
ま
え
、
市
民
の
二
ー
ズ
に
合

っ
た
各
種
事
業
の
展
開
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
．

　
最
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
環
境
で
あ
り
ま
す
。

　
自
然
と
の
共
生
を
図
り
な
が
ら
水
と
緑
を
守
る
た
め
の

事
業
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
白
石

市
環
境
審
議
会
に
お
い
て
環
境
基
本
計
画
を
策
定
中
で
あ

り
、
三
月
ま
で
に
計
画
の
素
案
が
で
き
あ
が
り
ま
す
の
で
、

九
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
広
く
市
民
の
意
見
を
聴
取
の

う
え
、
そ
の
計
画
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
と
に
現
在
、
老
朽
化
し
た
市
民
会
館
の
再
活
用
の
た

め
に
、
耐
久
度
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
三
月
に
結

果
が
出
て
ま
い
り
ま
す
が
、
結
果
良
好
で
あ
る
な
ら
ば
、

市
民
会
館
を
改
築
し
、
仙
南
二
市
七
町
の
施
設
「
（
仮
称
）

仙
南
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」
及
び
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ

　
九
年
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
低
所
得
者
を
対
象

と
し
た
一
般
住
宅
に
加
え
、
景
気
対
策
と
し
て
前
倒
し
た

追
加
予
算
に
よ
り
、
本
市
で
は
初
め
て
と
な
る
「
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
」
十
六
戸
を
完
成
さ
せ
て
、
中
堅
層
を
中
心

と
し
て
増
大
し
て
い
る
良
質
な
賃
貸
住
宅
に
対
す
る
二
ー

ズ
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
益
岡
公
園
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
白
石
高
校
第
ニ

グ
ラ
ウ
ン
ド
北
側
に
駐
車
場
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
観
覧

席
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
野
球
場
に
隣
接
し
て
い
る
駐

車
場
か
ら
二
の
丸
ま
で
の
園
路
周
辺
に
花
木
を
植
栽
し
て
、

白
石
城
は
も
と
よ
り
、
公
園
利
用
者
に
対
し
て
四
季
を
通

じ
て
目
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
．

　
都
市
計
画
道
路
「
八
幡
町
兎
作
線
」
は
、
国
道
四
号
四

車
線
化
に
伴
い
、
八
年
度
の
一
部
改
良
工
事
に
よ
っ
て
、

自
石
城
来
客
大
型
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
後
更
に
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
九
年
度
に

用
地
買
収
及
び
補
償
を
行
な
い
ま
す
。

　
こ
の
他
の
道
路
、
都
市
計
画
街
路
、
下
水
道
等
の
基
盤

整
備
に
つ
い
て
も
、
今
後
と
も
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
次
に
、
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
旧
宮
城
県
白
石
地

域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
を
改
築
し
設
置
す
る
「
白
石

市
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
」
を
拠
点
と
し
て
、
中
山
問
地
域

対
策
、
担
い
手
の
減
少
、
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
等
に
つ

い
て
、
ま
た
、
自
然
条
件
を
活
か
し
た
伝
統
的
な
地
場
産

品
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
良
質
米
の
生
産
、
収
益
性
の

高
い
果
樹
、
花
き
、
畜
産
等
の
振
興
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
「
柿
の
里
構
想
」
は
、
中
山
間
地
に
お
け
る
耕
作
放
棄

地
を
活
用
し
た
園
地
の
造
成
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
加

工
品
の
開
発
、
商
品
化
と
販
売
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ヨ
ッ
プ
方
式
に
よ
る
施
設
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ザ
は
、
ゴ
ミ
焼
却
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
施
設
や
最
終
処
分
場
の
仕
組
み
と
構
造
、
回
収
し

た
資
源
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
と
過
程
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
模
型
や
ビ
デ
オ
で
説
明
し
、
併
せ
て
リ
サ
イ
ク

ル
製
品
の
展
示
を
行
な
い
、
仙
南
圏
域
住
民
に
対
し
て
の

広
報
の
場
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
、
小
中
学
生
に
対

し
て
も
ゴ
ミ
に
対
す
る
関
心
と
知
識
の
養
成
を
図
る
た
め

の
教
育
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
う
一
つ
の
大
き
な
事
業
と
い

た
し
ま
し
て
、
福
岡
蔵
本
地
区
の
白
石
川
砂
防
堰
堤
を
中

心
に
「
水
辺
の
楽
校
」
を
県
の
補
助
事
業
と
し
て
整
備
い
た

す
べ
く
、
国
に
対
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
登
録
を
申
請
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
一
月
三
十
日
付
で
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
構
想
と
い
た
し
ま
し
て
、
片
平
観
平
燧
道
の
復

元
や
切
通
し
公
園
の
整
備
、
魚
道
の
改
築
、
更
に
は
、
水

中
生
物
や
淡
水
魚
を
観
察
し
て
直
接
体
験
で
き
る
魚
道
観

察
路
、
魚
道
観
察
室
な
ど
の
整
備
が
考
え
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
平
成
九
年
度
に
測
量
、
設
計
に
入
り
、
平
成
十
年
度

か
ら
事
業
化
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
他
の
水
環
境
整
備
と
し
て
、
大
鷹
沢
若
林

地
区
弁
天
沼
・
睡
蓮
沼
の
整
備
を
行
な
う
と
と
も
に
、
川

原
子
不
伐
の
森
は
今
後
広
葉
樹
を
植
栽
し
旧
植
生
の
再
生

に
努
め
ま
す
。

　
更
に
、
益
岡
地
区
の
館
堀
川
の
保
全
整
備
を
行
な
う
な

ど
、
周
辺
の
自
然
環
境
、
歴
史
的
景
観
を
大
切
に
し
た
新

た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
水
文
化
の
創
造
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
次
に
、
都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

八
年
度
か
ら
三
か
年
で
鷹
巣
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に

建
設
を
進
め
て
お
り
ま
す
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
八
年

度
十
八
戸
が
完
成
い
た
し
ま
す
。

　
特
定
農
山
村
地
域
に
指
定
さ
れ
た
小
原
地
区
に
つ
い
て

は
、
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
て
の
く
ず
粉
の
生
産
を
今

年
は
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
生
産
を
見
込
み
、
伝
統
工
芸
品
と

し
て
の
和
紙
等
の
特
産
品
加
工
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
石
米
の
地
域
銘
柄
化
を
推
進
し
、
美
味
し
い

米
日
本
一
を
目
指
す
と
と
も
に
、
独
自
の
販
路
拡
大
を
図

り
ま
す
。

　
平
成
七
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
酒
米
の
栽
培

に
つ
い
て
も
、
地
元
酒
造
会
社
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

更
に
栽
培
面
積
の
増
加
を
進
め
る
と
と
も
に
、
酒
米
の
産

地
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、
農
村
居
住
環
境
の
保
全
と
改
善
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
斎
川
地
区
農
業
集
落
排

水
事
業
が
完
成
し
、
平
成
九
年
度
よ
り
供
用
開
始
と
な
り

ま
す
。

　
そ
の
他
道
路
、
水
路
の
整
備
等
、
継
続
事
業
は
も
と
よ

り
新
規
事
業
と
し
て
の
北
橋
線
、
北
城
通
り
線
、
図
幸
線
、

佐
野
線
を
計
画
し
、
農
村
居
住
環
境
の
整
備
を
積
極
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
九
年
度
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
述
べ

た
と
お
り
で
す
が
、
冒
頭
に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
本
年

は
市
職
員
を
含
め
た
市
民
の
意
識
改
革
の
年
で
あ
り
、
「
市

民
総
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
新
た
な
る
ス
タ
ー
ト
の
年

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
宮
城
県
南
部
の
首
都
機
能
移
転
や

地
方
分
権
な
ど
日
本
の
政
治
・
行
政
の
根
幹
を
変
え
る
重

要
課
題
の
具
体
的
推
進
が
な
さ
れ
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
二
十
】
世
紀
に
向
け
て
、
悔
い
の
な
い
活
力
に
満

ち
た
自
石
市
建
設
の
た
め
に
、
懸
命
の
努
力
を
傾
け
て
ま

い
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
是
非
と
も
、
議
員
諸
賢
並
び

に
市
民
各
位
の
ご
理
解
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

市
行
政
全
般
に
対
す
る
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
の
所
信
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

▼オープン間近の文化体育活動センタ
　愛称（キューブ）

ぜ夙琳為ガ泌淫幽欝

」麹』■■

．
譜

、
馳

　臨募
1一、、一1幽

　　　／．劃、．1副、1

レ
多
ー
－
ー

q、

　
誓
．

卜
〉

一
▼

サ　
　
　
　
　
塩
i
．

ン
　
　
　
　
　
、
購

コた
見
　
　
　
　
．
肝
聰

、
うカナリ

ア
席
　
　
謎

識
　
輪

耳
　
饗
麺

キ
ホ

難

競豊二丁

麟二
擢
い

畿臨謡謡i罷
マ
コ
コ罵

蝋層
瞬▼テーマパーク内の彫刻群

弼

頴

甲璽

離

一
、

弔！

▲完成した第二小学校

駐
卿
慰

茎
　
　
　
．
碧

潔

［
酔
ー
』

　
　
　
：
皿

｛
り
・
、
嵐

　
　
　
　
　
　
噂
　
　
　
　
“

　
　
　
ン
　
、
心
『
、
識
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
玄
き
、

、
、
ヂ
舜
膿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ
　
ケ

　
　
　
　
　
凧

藻響

駄
、

’
　
、
4
　
く
…
し
㌔
さ
同
ζ

　雛一難

　　　董

＼
．
、

　　　　　　魎諏
▲工事が進む福祉の里

齢

盟
．



県支出金
751，980
4．6％

㊥la46q458干円
諸収入

601，413
3，7％

国庫支出金
1，479，358　　9．0％

単位：千円

　その他
1，102，955

　6．6％

市債
1，93て，300

11，7％

地方交付税
4，200，000

25．5％

繰入金
2，547，148

15．5％

市税

3，846，304

23．4％ 　　　　16，460，458干円
　　　商工費　消防費263・827　　　　　　　単位＝千円
　　　359，0631・6％　議会費233，7611・4％

　市の一般会計当初予算の総額は、

約165億円となりました。前年度と

比べてみると、約17億円の減となっ

ていますが、これは主に前年度予算

に計上したキューブ（白石市文化体

育活動センター）建設事業が完了し

たためです。

　歳出予算を目的別にみると、民生

費が約29億5千万円（対前年度比8

億2千万円、38．6％増）で、一番高

い伸び率を示しており、歳出全体で

も17．9％と大きなウェートを占めて

います。これを一世帯当たりに換算

すると、24万5千円になります（平

成7年の国勢調査による世帯数
！2，068で計算）。

　これらのお金は、主に（仮称）総

合福祉センターの建設や障害者や高

齢者にやさしいまちづくり推進事

業、老人デイサービス運営事業等に

充て、福祉の向上を目指した事業を

行っていきます。

　また、歳出予算を性質別にみます

と、投資的経費が48億1千万円で、

全体の29．2％と大きなウェートを占

めていますが、これらのお金は、主

に情報ネットワーク整備の中核とな

る（仮称）マルチメディアセンター

建設や総合福祉センター建設に使わ

れるほか、市民の皆さんの生活に直

結する道路や住宅、公園などの社会

資本の整備に充てて、ゆとりあるく

らしを目指した事業を行っていきま
す。

　なお、目的別、性質別予算を通し

て、公債費（約32億7千万円、構成

比19．8％）の占めるウェートが大き

くなっていますが、これは後年度の

公債費の負担を抑制するために※繰

上償還金（約15億7千万円）を計上

しているためで、これを差し引くと、

公債費は17億円（構成比10，3％）程

度となります。

農林水産業費2．2％＼
1，160，844

7．1％　　　　衛生費

　　　　　939，527
　　　　　　5．7％
教育費
1，262，476　　7．7％

　　その他75，2430．5％

公債費
3，265，299　　19．8％

通常の元利償還分　1，697，299　10．3％

崇繰上償還分　　　1，568，000　9，5％

総務費
2，748，668

16，7％

民生費
2，951，801

17．9％

土木費
3，199，949

19．4％

●市民意識調査委託料、旧市民会館

　再利用ワークショップ委託料、臼

　石三本木線生活路線バス運行委託

　料に675万8千円

●交通安全対策費に1，889万9千円

●スパッシュランドしろいし、古典芸

　能伝承の館、コミュニティセンタ

　ーの管理運営費に7，729万4千円

●国際交流支援協議会補助金等国際

　交流関係費に655万1千円

●オープン記念行事及び管理運営委

　託料等文化体育活動センター関係

　費に2億9，218万5千円

●（仮称）マルチメディアセンター

　建設事業費に8億5，066万7千円

●全国植樹祭対策費、女性政策費に

　326万1千円

●長期入院患者・施設入所者・在宅

　要看護者慰問金、特別養護老人ホ

　ーム等建設事業補助金に7，967万

　8千円

●身体障害者ホームヘルパー関係

　費、福祉タクシー利用助成事業委

　託料、在宅重度身体障害者入浴サ

　ービス事業委託料、障害者や高齢

　者にやさしいまちづくり推進事

　業、身体障害者施設措置費、特別

　障害者手当等給付費等身体障害者

　福祉費に1億5，325万8千円

●精神薄弱者グループホーム入居者

　委託料、精神薄弱者福祉施設措置

　費等精神薄弱者福祉費に2億
　3，235万7千円

●老人ホームヘルパー関係費、百歳

　長寿祝金、老人デイサービス運営

　事業委託料、スパッシュランドし

　ろいし高齢者入館利用委託料、高

　齢者無料バス助成委託料、訪問入

　浴委託料、在宅介護支援センター

　委託料、老人ホーム入所措置費、

　在宅ねたきり老人等介護手当等長

　寿福祉費に6億73万円

●老人福祉センター管理運営費に

　2，338万4千円

●（仮称）総合福祉センター建設事

　業費に7億2，231万円

●国民年金費に991万2千円

●心身障害児ホームヘルパー関係

　費、児童手当、乳幼児・重度心身

　障害児者医療費助成費に1億
　1，998万5千円

●保育園、児童館の管理運営費に1

　億2，612万5千円

●生活扶助、医療扶助などの生活保

　護費に1億5，055万9千円

●患者輸送車運行委託料に890万円

●在宅訪問指導者等謝礼、健康診

　査・骨粗しょう症検診・各種がん

　検診・予防接種業務委託料等予防

　費に1億7，857万9千円

●まちをきれいにリサイクル運動報

　償金、コンポスト購入費補助金、

　合併処理浄化槽設置補助金に
　4，382万円

⑱1a46q458干円
　　　　　　　　　単位：千円

投資的経費
4，810，477　（29．2％）

公債費　3，265，299（19．8％）

通常の元利償還分1，697，299（葉0．3％〉

※繰上償還分　1，568，000（9．5％）

人件費
3，024，641　（18．4％）

物件費
1，852，393　（11．3％）

繰出金　1，103，936（6．7％）

扶助費　　983，595（6．0％）

補助費等　926，094（5．6％）

その他　　494，023（3．0％）

※繰上償還とは高利率の地債を期限前に返
すもので通常の元利償還とは異なります。

●勤労青少年ホーム、働く婦人の家、

　勤労者体育センターの管理運営費

　に1，613万2千円

●農林振興センター管理運営費に

　401万3千円

●グリーントピア関係費、市民農園

　関係費に252万5千円

●農業経営基盤強化資金利子補給補

　助金、平成5年度異常気象災害対

　策融資預託金に1億494万円

●畜産団地造成事業費補助金、畜産

　基盤再編総合整備事業補助金に

　8，238万7千円

●農道、用水路、溜池等の農業施設

　整備事業費に3億2，131万8千円

●地籍調査費に1億711万6千円

●水田営農活性化対策費に1，353万

　7千円

●地域農政推進対策費に676万円

●農村総合整備モデル事業費に1億

　105万円

●団体営農道特殊改良事業費に
　2，025万円

●団体営農道整備事業費に1億105

　万円

●松くい虫防除委託料、森林公団受

　託事業費等林業振興費に3，692万

　8千円

●市行造林費に4，316万2千円

●林道の開設、改良等林道開設費に

　5，325万円

●東京で白石の物産等を紹介、販売

　する地場産品展示販売委託料（ふ

　るさとプラザ東京）に1，800万円

●全日本こけしコンクール負担金、

　白石商工会議所事業補助金、白石

　商店街活性化対策助成金に2，276

　万円

●中小企業振興資金等及び大型店対

　策資金融資信用保証料・利子補給

　金、大型店対策及び中小企業経営

　資金の円滑化を図るための貸付金

　に2億1，136万6千円

●どうだん・つつじの森整備事業に

　630万円

●自石市観光協会補助金、春まつ

　り・夏まつり補助金、観光振興対

　策助成金に1，089万円

●温麺の館、弥治郎こけし村の管理

　運営費に1，043万8千円

●沖ノ沢郡山線、矢ノロ家老沢線等

　の改良など道路橋梁整備費として

　9億1，016万8千円

●バスケットゴール設置工事費、益

　岡公園園路周辺花木植栽工事費等

　公園費に6，130万5千円

●温泉公園整備事業費に1億7，237

　万3千円
●益岡公園整備事業費に1億3，872

　万7千円
●中河原白石沖線街路事業費に5億

　703万2千円

●八幡町兎作線等街路事業費に4億

　3，235万5千円

●駐車場管理費に680万5千円

●市営住宅管理費に5，027万3千円

●非常備消防費、貯水槽新設、小型

　動力ポンプ積載車購入費、防災費、

　水防費に9，382万7千円

●スパッシュランドしろいし利用助

　成事業委託料、臼石市姉妹都市小

　中学校交流事業補助金に264万7

　千円

●小中学校コンピュータ等借上料に

　1，272万5千円

●コンピュータ教室改造等小中学校

　改修工事費に2，745万4千円

●小中学校いじめ対策事業に160万

　円

●小中学校特色ある学校づくり事業

　に45万円

●スクールバス運行業務委託料に

　653万5千円

●外国人による中学校語学指導費に

　1，254万5千円

●幼稚園、公民館、図書館、青少年

　相談センター、学校給食センター

　の管理運営費に5億7，601万6千

　円

●みやぎ蔵王高原マラソン大会負担

　金、白石市体育協会活動費補助金

　に285万円

特別会計
◆国民健康保険特別会計

　23億5，006万2千円

　（対前年比　3，768万8千円減）

◆下水道事業特別会計

　22億3，921万6千円

　（対前年比　2億7，009万1千円増）

◆地方卸売市場事業特別会計

　1，400万1千円

　（対前年比　1万2千円増）

◆老人保健特別会計

　33億8，854万5千円

　（対前年比　1億287万5千円増）

◆農業集落排水事業特別会計

　7，844万6千円

　（対前年比　3，769万2千円増）

◆水道事業会計

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

10億9，439万9千円

10億2，116万8千円

2億968万5千円
3億9，811万5千円



ム4四’まちかど・ズ
バリアフリーの白石を目指して

　3月8日、「やさしいまちづくり

講演会」が中央公民館で行われまし

た。これは、平成8年度から白石市

が進めている「障害者や高齢者にや

さしいまちづくり推進事業」の一環

として行われたもので、「バリアフ

リーのまちづくり」と題して、ご自

身が交通事故による障害を持つ、社

会福祉法人　共生福祉会の巴　雅人

さんを招いての講演会となりました。

　巴さんは自分の経験を交えなが

ら、高齢者や障害者と地域の結びつ

きを様々な観点から話し、集まった

150人の聴衆は熱心に聞き入ってい

ました．

オフシーズンの記録会

尊轡
　　　「襲　』一“

　
　
　
ヤ
　
「

　　　　　　　　二滅・甑糞，

　第4回の東日本国公立室内水泳記

録会が3月10日、スパッシュランド

しろいし50m公認温泉プールで開催

され、東北、北海道はもとより、新

潟、茨城、栃木、京都から集まった

13大学、250人が日頃の練習の成果

を発揮していました。

　当日は、記録会とはいえ、選手は

真剣な表情で自分の感触を確かめる

一方、表彰式では一面の笑顔を魅せ

ていました。

　今年の調子はいいんでしょうか？

きれいな桜を咲かせましょう

もらいたい」とのことでした。

　一方小原の小久保平地区でも9
日、臼石少年自然の家から小原温泉

に向かう道路が拡幅・改修された跡

地を利用して、約21、mにわたって72

本の桜が植えられました。

　石塚自治会長によると「地区のみ

んなで1年に2回ぐらい草刈りなど

をしながら10年後、20年後に小久保

平を新しい桜の名所にしたいです

ね」とのことでした。

艦ア

セ
な襯

世界的オルガニストも演奏が楽しみ

　完成まじかの文化体育活動センタ

ー「キューブ」を世界的なオルガン

奏者カルロ・カーリー氏が訪れまし

た。同氏は、5月14日のキューブ落

成式や5月24日のオルガン完成記念

コンサートにパイプオルガンを演奏

します。このため、コンサー1・ホー

ルなどを下見に来たものです。キュ

ーブを訪れたカーリー氏は、「SF

映画にでも出てくるような光溢れる

ホール」、「残響効果も素晴らしい」、

「コンサートはまるで天国に向かっ

て演奏するような気分になるだろ

う」とその素晴らしさに眼を見張っ

ていました。

　今年5月、全国植樹祭が開催され

るのを記念して、甲冑堂前の道路沿

いに9日、20本の桜が植樹されまし

た。

／’凶！　　』つ著一睡

　　嘆　－　曽　ζ闇噂

　　　　　　　　　　　ロ～　越　ギ盗、臣　幡・（　騨寒

1　、、、．灘埋騒
　これは、花と緑の町づくり推進事

業の補助で寄贈された桜の苗木を、

斎川町屋敷の上昔者組（松野寛組頭）

と下昔者組（小室忠男組頭）に所属

する約60人が参加して、市道甲冑堂

線沿いに植えたもので、「甲胃堂を

訪れる観光客に満開の花を楽しんで

無事故の願いを八ガキに込めて

陣　　、、一－　ニノ
終

剃，齢§調
　　　　　　匹」

　平成九年春の県民総ぐるみ運動に

あわせ「交通安全さくらめ一る作戦」

が行われます。この作戦は、運動の

重点の一つである「こどもと高齢者

の交通事故防止」を計る目的で自石

第一小学校750名、第二小学校750

名の生徒が「さくらめ一る1，500枚

を使い、自分のおじいちゃん・おば

あちゃんに交通安全と交通事故防止

を呼び掛けるものです。こどもたち

の願いを込めたさくらめ一るは、白

石支部を通じ臼石郵便局長に手渡た

されました。葉書は4月7日にそれ

ぞれのお手元へ配達されます。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます！

人権の花を咲かせよう

　3月17日、益岡公園で人権モデル

地区「花いっぱい運動」が行われま

した。これは平成8年度白石市人権

モデル地区推進協議会の事業の一環

として行われたもので、協議会のメ

ンバー、推進委員の他、「子どもの

人権を守ろう一いじめ　しない　さ

せない　見逃さない一」をキャッチ

フレーズに南保育園の卒園児25人を

併せた65人が参加し、用意されたハ

ナミズキ13本とマツバギクを益岡公

園の駐車場に植えました。

　人権の輪が大きくなりますように！

自分の体験を発表

㎜
麟
圏
麟
ら

　
祠
、
蓼
の

蘭
、

　
　
　
嶋
　

癒
塩

旛
く
E
鉱

聴
一
し

㎜
宗

糟
欝
P

　　　　　　　　　醐

　市内福岡の授産施設白石あけぼの

園で3月16日、「地域生活（まちにくら

して）体験発表会」が行われました。

これはグループホームや共同で地域

生活を営んでいる知的障害者による

パネルディスカッションをとおして、

入園者や地域の自治会長、民生委員

などに知的障害者の社会的自立や地

域生活がどういうものかを具体的に

理解してもらおうと企画されたもの

です。当日集まった約100人の参加

者は、いきいきと地域で暮らす発表

者の体験に聞き入っていました。

　
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
日
本
が
あ
ら
ゆ
る
意
昧
で

閉
塞
状
態
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

確
か
に
政
治
理
念
の
喪
失
、
指
導

と
。
そ
し
て
小
原
塩
の
花
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が

無
惨
な
結
果
に
終
わ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
雪
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
冬
枯
れ
の
風
景
を
映

力
の
低
下
、
家
族
制
度
や
教
育
制

度
と
い
う
日
本
の
繁
栄
を
支
え
て

き
た
柱
が
一
部
崩
れ
去
っ
て
い
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
と
い
っ

て
、
マ
ス
コ
ミ
が
日
本
の
滅
亡
が

寸
前
で
あ
る
か
の
ご
と
く
歌
い
上

げ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
二
月
二
十
三
日
日
曜
日
に
、
N

H
K
総
合
テ
レ
ビ
で
午
後
六
時
十

分
か
ら
、
リ
ポ
ー
ト
東
北
9
7
「
荒

れ
ゆ
く
農
地
・
広
が
る
耕
作
放
棄

地
の
実
態
」
が
放
映
さ
れ
た
。
内

容
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
市
内

の
耕
作
放
棄
地
が
県
平
均
よ
り
も

高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
深

谷
地
区
で
は
、
圃
場
の
整
備
地
内

併市長の

篠
シ

　
　
　
’

で
も
な
か
な
か
耕
作
の
引
き
受
け
手
が
見
つ
か
ら

ず
に
、
地
域
内
で
の
解
決
が
限
界
に
来
て
い
る
こ

し
出
す
中
で
語
ら

れ
、
こ
れ
に
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
東

北
大
学
助
教
授
大
泉

一
貫
氏
が
記
者
と
問

答
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
背
景
や
原
因
を

探
っ
て
い
く
と
い
う

構
成
で
あ
り
、
内
容

の
暗
い
、
し
か
も
八

方
塞
が
り
の
農
業
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
て
終

わ
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
私
に
と

っ
て
全
く
不
本
意
な

内
容
で
あ
っ
た
。
私

は
農
業
は
本
市
の
基
盤
産
業
で
あ
る
と
主
張
し
続

け
て
お
り
、
前
出
の
大
泉
先
生
を
初
め
多
く
の

方
々
の
共
感
を
得
て
い
る
。
私
が
、
農
業
が
基
盤

産
業
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
農
業
が
食

料
生
産
に
寄
与
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
の
要

で
あ
る
農
村
文
化
を
担
い
、
ま
た
国
土
保
全
の
た

め
に
も
大
変
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
最
も
根
本
に
あ
る
の
は
、

農
業
が
亡
び
れ
ば
必
ず
国
は
滅
亡
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
国
が
栄
え
る
た
め
に
は
、
決
し
て
農

業
を
滅
ぽ
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
都
市
化
の
波
が
進
む
中
、
農
業
問
題

は
農
村
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ

う
。
今
後
は
農
村
と
都
市
住
民
と
の
多
様
な
交
流

に
よ
り
都
市
サ
イ
ド
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
農
業

そ
の
も
の
が
第
二
次
産
業
、
第
三
次
産
業
と
い
う

付
加
価
値
の
高
い
産
業
の
要
素
を
取
り
込
む
べ

く
、
自
ら
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
カ
ギ
を
握
る
の
は
そ
の
土
地
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
、
つ
ま
り
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
環
境
で
あ

る
。

農
業
活
性
化
戦
略
を
こ
の
よ
う
な
視
点
に
求
め

て
再
構
築
し
よ
う
と
い
う
の
が
「
柿
の
里
白
石
」

構
想
で
あ
り
、
小
原
寒
葛
生
産
組
合
の
設
立
で
あ

る
。
柿
の
里
推
進
事
業
は
、
柿
団
地
を
作
り
わ
い

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
作
業
の
省
力
化
を
図

る
。
一
方
、
都
市
へ
向
け
て
の
情
報
発
信
は
柿
並

木
の
整
備
や
加
工
品
販
売
の
た
め
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
設
立
等
の
戦
略
を
展
開
す
る
こ
と
で
あ

る
。
一
方
、
寒
葛
に
つ
い
て
は
既
に
試
作
の
段
階

で
製
品
の
純
度
と
質
に
は
太
鼓
判
を
押
さ
れ
て
お

り
、
県
内
大
手
の
菓
子
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
声
が
か

か
る
な
ど
明
る
い
見
通
し
が
立
っ
て
い
る
．

　
ま
た
、
こ
の
組
合
事
業
の
中
で
和
紙
生
産
復
活

の
準
備
段
階
に
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
業

は
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
再
活
用
が
目
的
で
も
あ

る
。
現
在
、
耕
作
放
棄
地
の
対
策
は
東
北
全
体
の

悩
み
で
あ
る
が
、
何
処
も
こ
れ
と
い
っ
た
手
は
打

っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
白
石
市
の
取
り
組
み
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

農
業
が
ペ
シ
ミ
ズ
ム
（
悲
観
主
義
）
の
歌
を
唄

う
と
き
、
そ
れ
は
亡
国
の
歌
に
な
る
。

行
政
は
今
こ
そ
、
二
千
年
来
こ
の
国
の
基
盤
産

業
を
支
え
続
け
た
農
業
者
の
プ
ラ
イ
ド
を
取
り
戻

す
た
め
に
農
業
者
と
も
ど
も
懇
親
の
力
を
尽
く
す

べ
き
で
あ
る
。



市
民
文
芸
鵜
霧
欝
購
犠
鞭
継
藤
簸

高
橋
辰
男
選

幼
児
の
ち
ょ
こ
ん
と
坐
り
て
テ
レ
ビ
見
る
重
ね
し
足

の
指
が
並
び
て
　
　
・
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

「
オ
レ
」
と
い
う
言
葉
で
は
じ
ま
る
子
の
電
話
用
件

済
め
ば
た
ち
ま
ち
切
れ
ぬ
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

雪
晴
れ
し
我
が
庭
に
堆
の
遊
び
お
り
し
な
や
か
に
振

る
首
の
や
さ
し
さ
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

こ
　
そ

去
年
の
秋
集
め
て
積
み
し
枯
落
葉
切
返
し
居
り
小
春

日
和
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
カ
シ
ワ

難
聴
に
な
り
た
る
友
と
声
高
く
争
う
如
く
や
り
と
り

を
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

　
　
　
　
み
く
し

大
吉
と
出
て
し
お
神
籔
を
梅
の
枝
に
結
び
て
仰
ぐ
新

年
の
空
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

轄
て
来
ん
梅
咲
く
筋
に
先
が
け
て
薦
定
プ
ラ
ン
企
て

て
み
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

遠
く
来
て
ベ
ッ
ト
に
ひ
と
り
目
覚
め
お
り
チ
ャ
ボ
の

鳴
く
声
か
す
か
に
聞
ゆ
　
　
　
　
　
大
槻
　
正
兄

曾
孫
を
ば
守
り
す
る
我
が
身
し
あ
わ
せ
と
思
い
つ
つ

亡
き
夫
子
を
偲
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
さ
か
ゑ

　
　
ひ
と
よ

静
も
り
て
一
夜
つ
も
り
し
雪
の
原
月
の
明
り
に
輝
き

み
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
と
く

麟
一
首
目
、
上
下
句
相
ま
っ
て
、
テ
レ
ビ
に
熱

中
す
る
幼
児
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
写
生
さ
れ
、
何
と

も
か
わ
い
い
。
二
首
目
、
無
愛
想
で
そ
っ
け
な
い
電

話
、
こ
れ
が
男
の
子
な
の
だ
。
も
っ
と
話
し
を
し
た

い
の
に
…
。
三
首
目
、
庭
に
雅
が
く
る
。
そ
れ
だ
け

で
素
晴
ら
し
い
環
境
で
し
あ
わ
せ
。
下
句
が
い
い
。

遠
藤
秋
尾
選

執
刀
の
夫
寒
月
を
背
に
戻
る

音
も
な
く
降
り
積
む
気
配
春
立
て
り

熊
谷
敏
子

佐
藤
周
子

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋

灘
外
科
医
の
夫
が
手
術
を
終
え
て
帰
っ
て
く
る
。

そ
れ
も
寒
の
月
を
背
に
し
て
。
思
わ
ず
頭
の
下
が
る

句
で
あ
り
、
夫
を
心
配
し
て
の
作
品
と
拝
見
し
た
。

二
句
目
、
春
雪
が
降
り
積
も
る
、
す
ぐ
消
え
る
で
あ

ろ
う
。
「
春
は
す
ぐ
そ
こ
に
」
の
願
望
も
込
め
て
。

一
、
一
句
目
．
冬
の
山
を
山
眠
る
と
い
う
。
薄
目
を
あ
け

て
は
山
肌
が
少
し
見
え
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
山
二

月
の
結
句
が
よ
い
。

そ
ろ
く
に
薄
目
を
あ
け
て
山
二
月

女
手
に
ず
し
り
と
重
し
春
の
雪

訪
ふ
友
の
あ
る
は
幸
せ
春
炬
燵

雪
蔵
王
全
く
晴
る
る
地
鎮
祭

丹
精
の
甲
斐
あ
り
咲
き
ぬ
福
寿
草

従
い
て
来
し
児
の
目
捉
う
る
蕗
の
墓

高
楼
に
雪
の
雫
の
リ
ズ
ム
よ
く

山
肌
の
と
こ
ろ
ぐ
に
雪
間
草

岩
澤
伍
峯

日
下
　
文

川
村
静
恵

高
子
た
ち
ば
な

三
浦
愛
嶺

八
島
葉
子

鈴
木
民
子

　
正
雄

近
江
孫
太
郎
選

運
命
と
や
君
を
見
送
る
春
立
つ
日
　
　
南
　
か
ほ
る

邪
心
と
妬
心
み
じ
ん
に
切
っ
て
ヒ
ト
で
い
る

お
多
福
に
も
相
性
と
い
う
か
く
し
味

モ
ナ
リ
ザ
の
贋
作
笑
み
が
強
す
ぎ
る

春
風
に
壁
の
裸
婦
像
動
き
出
す

身
の
丈
に
あ
っ
た
暮
し
で
今
日
も
無
事

花
の
芯
揺
す
る
そ
よ
風
み
な
み
風

円
満
な
笑
顔
が
妻
の
取
柄
で
す

反
抗
期
心
の
扉
閉
じ
た
ま
ま

変
化
球
両
手
で
受
け
る
余
裕
で
き

西
ま
ち
女

菊
池
不
忘

片
岡
鶴
子

菅
野
春
江

佐
藤
武
雄

芝
玄
太
郎

草
野
　
清

東
ひ
で
女

米
沢
礼
子

麟
一
旬
目
、
最
愛
の
わ
が
子
の
巣
立
ち
そ
し
て

別
れ
。
断
腸
の
思
い
で
見
送
る
親
の
悲
哀
。
だ
が

「
運
命
な
の
だ
」
と
あ
き
ら
め
る
情
景
。
知
性
の
あ

る
句
に
仕
立
て
て
い
る
。
秀
句
。
二
旬
目
、
並
の
人

間
に
あ
り
が
ち
な
「
負
の
感
情
」
を
砕
い
て
は
み
た

が
、
依
然
動
物
分
類
学
上
の
「
ヒ
ト
」
か
ら
脱
却
で

き
ず
に
い
る
。
新
鮮
な
現
代
川
柳
で
あ
る
。
佳
句
。

三
句
目
、
妻
女
は
美
形
で
な
く
と
も
よ
い
。
夫
と
息

の
合
う
運
命
共
同
体
の
、
い
わ
ば
「
か
く
し
味
」
を

持
つ
女
が
頼
も
し
い
。
下
五
が
こ
の
句
を
効
果
的
に

し
た
。
佳
句
、

一

賦ノ

　
　
　
　
　
＼
＼

短
．
ゆ
楽

　
　
　
＼
＼

　
恩
＼
蜘

㈱八重樫工務店

　　中沢ゆかりさん（24歳

　　　　　〆腎　　　　．航丁

　　　　　　㌦川一’

　　　　ン、～　　　　　1

蕪欝又ナ 鐸、

　仕事について

　事務兼サッシ関係の見積もりや発注を担当して

います。デスクの上にサッシのカタログを開きな

がらコンピュータとにらめっこしています。でも

コンピュータを使っているときがいろいろな発見

があって一番楽しいです。

　夢や目標

　両親を海外旅行へ連れていってあげたいです。

　理想のタイプ

　ー緒にいると、楽しくて、自分が優しい気持ち

になれる人。

全
員
集
合
’

澱
．
鞭

　今月の3歳6か月健診でむし歯の無かった

お子さんです。ずっと健康な歯でいてね1

・跡部　美優妃ちゃん（東町）

・渡部　遼太くん　　（郡山）

・大泉　優ちゃん　　　（越河）

・高橋　夏希ちゃん　　（東町）

・大野　沙弥香ちゃん（斎川）

・遠藤　祐介くん　　　（斎川）

・東山　文音ちゃん　　（八宮）

・齋藤　俊貴くん　　　（旭町）

・櫻井大輔くん　　（郡山）

綿の活性化に鮫ダ瞬
　　　　　　　　岡澤光子さる

　
衣

◎

　サークルひなげしは、働く婦人の家の

講座開講以来、10数年続いている最古

参のグループではないでしょうか。今で

は平均年齢も……？

　生涯学習の声の盛んな今、よく見聞き

ずるのが社交ダンス。運動不足になりが

ちな身体、徐々に記憶力が低下する頭脳、

心身ともに活性化するための一つの解消

法として頑張っています。月2回のレッ

スンなのでその都度忘れては先生に指導

され、その積み重ねで今はそれなりに上

達したのではと自負しています。中には

ダンスパーティーでその実力を発揮して

いる人もいます。

　メンバーは姉妹のように通じ合い、休

憩時聞に「肥る！！」と言いながら甘いも

のを口にして、生活の知恵など話し合う

のも、よいコミュニケーションになり楽

しいひとときです。

　いつまでもみなが健康で、楽しくレッ

スンが続けられるよう願っています。

亜瓢薯ゴ『一既諭
◎㌧クルてがジ

艶1　．淵、
㌘b

鷲
．

箪

衛’り尾
卜

　凝，ガ

（
★

畠魚

、
騨

駕
謡

F｝「0π7Sわ己剥k乙『ちゃん

／
舶

オーストラリア大陸

固
［

　
　
囲
∀

　
　
　
・
＼

　
　
　
♂

　オーストラリアの首都はシドニーとよく思われがち

ですが、実はキャンベラなのです。1901年、オース

トラリアの首都を決める際に、メルボルンとシドニー

が候補にあがりました。しかし、双方が主張し合った

ため、終止符がつかなくなり、そこで二つの都市の中

間点に当たるキャンベラが選ばれたのです。

　キャンベラは、日本の首都・東京都とは違ってあま

り活発な都市ではありませんが、ここにすべての行政

機関が置かれ、人工都市ということもあり、理想的に

設計されたまち並みがとてもきれいなところです。

　目本では今、首都機能移転で持ちきりですが、ここ

オーストラリアでも、かつて首都移転問題はあったよ

うです。
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白石市役所

費25－2111

問し恰わせ先

内線
⑲
⑳

四
月
七
日
か
ら

市
役
所
本
庁
舎
の
配
置
が
変
わ
り
ま
す

　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
の
農
林
事
務

移
転
に
伴
い
、
四
月
七
日
か
ら
本
庁
舎

の
配
置
が
変
わ
り
ま
す
。

㊨
市
財
政
課
㊨
三
六
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員控室

議場　　　　正副議長室　　　　議会事務局　　　　　委員会室（第1～第4）

第4会議室

大会議室　　監査委員事務局　　　　教育委員会　　　　教育長室　　　記者室

第3会議室　　財政課

工事検査室　　助役室　　　秘書広報課　　市長室　　　応接室　　　　図書室

選挙管理委員会事務局

総務課

第2会議室　　　　　　　　　　　　　全国植樹祭準備室

一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一女性政策室一消費生活相談員一一一一一一一一一一

下水道課　　建設課　都市計画課　振興課　マルチメディアセンター準備室　商工観光課

税務課　　　　　　　　　　　　　　　　　　福祉事務所（福祉協議会）

市民課　　　　　　　　　　　　　　　　　　会計課　収入役室

　　　　　　　機械室

食堂　　　　休憩室

国
民
年
金

㊥
⑧
≡
一
六

★
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
平
成
八
年
度
（
平
成
八
年
四
月
か
ら

平
成
九
年
三
月
ま
で
）
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
役
所
で
発
行
し
た
平
成
八
年
度
の
納

付
案
内
書
で
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る

の
は
、
四
月
三
十
日
ま
で
で
す
。
「
つ

い
忙
し
く
て
忘
れ
て
い
た
。
」
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
も
う
一
度
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
未
納
期
問
が
あ
る
と
、

将
来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
あ
っ
た

ら
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ
う
．

　
な
お
、
平
成
九
年
度
保
険
料
額
が
、

一
か
月
一
二
、
八
○
○
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
保
険
料
を
一
年
分
ま
と
め
て
前
納
す

る
場
合
は
四
月
三
十
日
ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

※
平
成
九
年
度
前
納
保
険
料
額

　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
、
八
九
〇
円

（
毎
月
納
め
る
よ
り
も
三
、
七
丁
リ
円

割
引
き
さ
れ
ま
す
。
）

★
平
成
9
年
度
年
金
額
の
お
知
ら
せ

　
平
成
九
年
度
の
主
な
年
金
額
は
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

　
（
満
額
）
　
七
八
五
、
五
〇
〇
円

障
害
基
礎
年
金
の
年
金
額

　
（
一
級
）
　
九
八
一
、
九
〇
〇
円

　
（
二
級
）
　
七
八
五
、
五
〇
〇
円

遺
族
基
礎
年
金
の
年
金
額
（
十
八
歳
未

満
の
子
一
人
の
場
合
）

　
　
　
　
一
，
〇
二
、
五
〇
〇
円

老
齢
福
祉
年
金
の
年
金
額

　
　
　
　
　
四
〇
二
、
四
〇
〇
円

　
平
成
九
年
度
は
年
金
額
が
据
え
置
か

れ
た
た
め
、
「
年
金
額
改
定
通
知
書
」

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合

等
の
各
種
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
の
年
金
額
も
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
Q
　
毎
年
四
月
に

　
　
　
　
　
　
　
国
保
税
の
納
付
書

　
　
　
　
　
　
　
（
第
『
期
～
第
三

　
　
　
　
　
　
期
）
が
送
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
き
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
計
算
し
て
い
る
の
か
、
教
え

て
く
だ
さ
い
。

A
　
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
所
得
や
固

定
資
産
税
額
が
確
定
し
て
か
ら
で
な

い
と
国
保
税
は
計
算
で
き
な
い
の
で
、

そ
れ
ま
で
は
税
収
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
医
療
費
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
暫
定
賦
課
を
し
な
い
と
納

期
の
回
数
が
少
な
く
な
り
一
回
あ
た

り
の
国
保
税
額
も
大
き
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
前
年
度
の
国
保

税
を
基
礎
と
し
て
暫
定
的
に
賦
課
す

る
と
し
た
制
度
で
す
。
も
し
、
昨
年

の
所
得
が
少
な
く
な
り
平
成
九
年
度

の
保
険
税
が
、
平
成
八
年
度
の
保
険

税
の
二
分
の
一
以
下
に
な
る
と
認
め

ら
れ
た
と
き
は
税
額
の
修
正
を
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
税
務

課
に
印
鑑
と
通
知
書
を
持
っ
て
四
月

中
に
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
．

※
四
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
一
期

　
の
納
期
で
す
。
便
利
な
ロ
座
振
替

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

5階

4階

3卜皆

2階

1階

地階

こ
存
じ
で
す
か
？
乳
幼
児
・
重
度
心
身
障
害
者

　
　
　
　
　
　
　
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

★
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

　
白
石
市
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼
児
を

対
象
に
、
満
三
歳
の
誕
生
月
ま
で
の
間
、

医
療
費
自
己
負
担
分
（
保
険
診
療
分
の

み
）
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
乳

　幼児…

保
健
課
（
内
線
）
六
〇
四

※
祉
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
乳
幼
児

　
…
福
祉
事
務
所
（
内
線
）
↓
五
六

★
三
歳
児
入
院
医
療
費
助
成
制
度

　
乳
幼
児
医
療
が
き
れ
た
満
三
歳
の
誕
　
　
※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
乳

生
月
翌
月
か
ら
、
満
四
歳
の
誕
生
月
ま
　
　
　
幼
児
…
保
健
課
（
内
線
）
六
〇
四

で
の
間
、
入
院
分
に
限
り
医
療
費
を
助
　
　
※
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
乳
幼
児

成
す
る
制
度
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
福
祉
事
務
所
（
内
線
）
一
五
六

★
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　
白
石
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
を
対
象

に
、
医
療
費
自
己
負
担
分
（
保
険
診
療

分
の
み
）
を
助
成
す
る
制
度
で
す
．
、

1
　
身
体
障
害
者
手
帳
コ
級
」
「
二

　
級
」
及
び
「
内
部
障
害
の
三
級
」
を

　
お
持
ち
の
方

2
　
療
育
手
帳
「
A
」
を
お
持
ち
の
方

3
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
障
害
程
度

　
が
「
一
級
」
に
該
当
す
る
方

4
　
職
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
療
育
手

　帳「B

」
に
該
当
す
る
方

※
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
（
内
線
）
一
五
六

★
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　
白
石
市
に
住
所
を
有
す
る
母
子
又
は

父
子
家
庭
を
対
象
と
し
、
現
に
扶
養
し

て
い
る
子
ど
も
が
十
八
歳
の
年
度
末
ま

で
の
間
、
母
又
は
父
と
子
ど
も
の
医
療

費
自
己
負
担
分
（
月
額
）
か
ら
、
入
院

で
二
千
円
、
外
来
で
千
円
を
越
え
る
分

（
た
だ
し
保
険
診
療
分
の
み
）
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。

※
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
（
内
線
）
一
五
六

●
手
続
き
を
さ
れ
て
な
い
方
で
該
当

　
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
各
々

　
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
，
（
な
お
、

　
い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
制
限
が
あ

　
り
ま
す
。
）

縮
羅
論
羅
の
存
市
警
祝
萎
贈
呈
し
委

　
本
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
満
七

十
七
歳
か
ら
満
八
十
七
歳
（
明
治
四
十

三
年
一
月
一
日
か
ら
大
正
九
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
出
生
者
）
に
な
ら
れ

る
方
で
、
本
年
三
月
三
十
一
日
現
在
に

お
い
て
日
本
の
国
籍
を
有
し
、
白
石
市

に
住
所
を
有
す
る
方
に
市
敬
老
祝
金
を

贈
呈
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
よ
り
民
生
・
児
童
委
員

を
通
じ
て
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
四
月
下
旬
に
該
当
者
の
自
宅
に

お
届
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
の
交
付
に
つ
い
て

　
市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
に
お
け
る
基
本

料
金
相
当
額
割
引
券
（
平
成
九
年
度
分

助
成
券
）
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
二
級
」
「
二
級
」

及
び
「
三
級
（
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
又
は
小
腸
の
機
能
障

害
を
有
す
る
も
の
に
限
る
）
」
を
お
持
ち

の
方・

療
育
手
帳
「
A
」
を
お
持
ち
の
方

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
「
一
級
」
に
該

　
当
し
て
い
る
児
童

※
但
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
を

　
除
き
ま
す
、

●
持
参
す
る
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

し
く
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書

・
印
鑑

●
申
請
期
問

　
平
成
九
年
四
月
よ
り
随
時

　
た
だ
し
、

か
月
を
単
位
と
し
て
、

も

　
　
　
　
　
申
請
が
遅
れ
た
と
き
は
1

　
　
　
　
　
　
　
　
助
成
券
の
交
付

枚
数
が
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

申
請
は
お
早
目
に
。

㊨
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

㊥
　
一
五
五
・
］
五
六

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
に
つ
い
て

●
期
　
間

　
四
月
一
日
ー
二
卜
一
日
の
土
・
日
曜

日
を
除
く
八
一
三
Q
～
一
七
∵
り
○

●
場
　
所
　
市
税
務
課
（
市
役
所
一
階
）

※
昨
年
、
相
続
、
贈
与
、
売
買
及
び
家

　
屋
の
新
増
築
・
取
り
壊
し
等
を
行
な

っ
た
方
は
台
帳
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
登
録
等
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合

の
修
正
期
間
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
来
庁
の
上
縦
覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
電
話
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
）

春
の
交
通
安
全

市
民
総
ぐ
る
み
運
動

◎
実
施
期
間

平
成
9
年
4
月
6
日
（
日
）

　
　
か
ら
1
5
日
（
火
）
ま
で
の
1
0
日
問

◎
運
動
の
重
点
目
標

・
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

・
若
者
の
無
謀
運
転
の
防
止

　
昨
年
、
1
年
間
に
お
け
る
白
石
市
で

の
交
通
死
亡
事
故
は
五
件
発
生
し
、
六

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
平
成
元
年
以
降
最
悪
の
状
況

で
あ
り
、
さ
ら
に
県
内
に
お
い
て
は
昨

年
一
年
間
の
死
者
数
は
百
八
十
五
人

で
、
前
年
に
比
べ
七
人
の
増
加
と
な
っ

た
こ
と
は
、
平
成
八
年
の
全
国
の
死
者

が
一
万
人
以
下
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
非
常
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
「
交
通
事
故
死
亡
者
ゼ
ロ

の
ま
ち
」
を
目
指
し
、
春
・
秋
の
交
通

安
全
運
動
を
中
心
に
各
種
交
通
安
全
運

動
を
展
開
し
、
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま

ち
」
実
現
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
交
通

安
全
思
想
の
普
及
と
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
，

　
春
の
交
通
安
全
市
民
総
ぐ
る
み
運
動

の
期
間
中
は
、
活
発
な
運
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．



第
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九
回
婦
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間
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4月10日～16日「婦人週間
（21世紀の女性の地位向上）

　　　シンボルマーク

　
労
働
省
で
は
、
我
が
国
の
女
性
が
初

め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
四
月
十
日
を

記
念
し
て
、
昭
和
二
十
四
年
以
来
、
こ

の
日
に
始
ま
る
一
週
間
を
「
婦
人
週
間
」

と
定
め
、
女
性
の
地
位
向
L
の
た
め
啓

発
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

●
テ
ー
マ

　
ニ
十
一
世
紀
に
向
け
て
自
分
ら
し
い

生
き
方
が
で
き
る
社
会
を
創
ろ
う

●
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　
未
来
の
ア
ク
セ
ス

　
　
　
パ
ス
ワ
ー
ド
は
「
個
性
」

「
預
金
」
ま
が
い
商
目
o
o
に
こ
用
心
”

　
最
近
「
高
金
利
」
、
「
有
利
な
利
殖
」
、

「
元
本
保
証
」
等
を
誘
い
文
句
に
、
多

く
の
人
か
ら
お
金
を
集
め
る
商
法
の
被

害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
銀
行
、
長
期
信
用
銀
行
、
信
託
銀
行
、

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、

商
工
中
金
、
農
林
中
金
、
農
漁
協
等
の

金
融
機
関
や
郵
便
局
な
ど
の
法
律
で
認

め
ら
れ
た
も
の
以
外
の
者
が
、
不
特
定

か
つ
多
数
の
者
か
ら
元
本
保
証
を
し
た

預
金
や
貯
金
等
を
受
け
入
れ
る
業
務
を

行
う
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
大
切
な
お
金
を
預
け
る
と
き
は
、
有

利
な
点
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
、
言
葉
巧

み
な
勧
誘
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
、
契

約
の
内
容
や
ど
の
よ
う
な
相
手
な
の
か

を
十
分
確
認
す
る
な
ど
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
“
お
か
し
い
”
と
思
っ
た
ら
は
っ
き
り

断
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
し
て
困
っ
た
と
き

は
、
国
ま
た
は
都
道
府
県
の
消
費
者
相

談
窓
口
や
最
寄
り
の
警
察
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金

　
　
が
4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
！

※
部
屋
と
入
浴
の
利
用
に
お
い
て
、
1
5

　人

以
上
の
団
体
の
場
合
は
2
0
％
割
引

▼老人福祉センター「行雲荘」

　際しア　▽

白
石
市
駐
重
場
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

　
消
費
税
率
の
改
訂
に
よ
り
、
白
石
市

駐
車
場
の
利
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
担
当
が
商
工
観
光
課
か
ら
都
市

計
画
課
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自動車定期利用自動車一時利用

新料金旧料金位単駐車場名

4，720円4，630円1か月自石駅前駐車場

新料金

730円

旧料金

720円

時間

7時間

新料金

100円

旧料金

100円

時間

1時間

840円820円8時間210円200円2時問

4，200円4，120円1か月銚子ヶ森駐車場

4，200円4，120円1か月寺屋敷前駐車場

2，100円2，060円1か月越河駅前駐車場

940円920円9時間310円300円3時間

1，050円1，030円

10時間

以上

24時間

以内

420円410円4時間

520円510円5時聞

630円610円6時間

臼
石
駅
前
及
び
城
北
駐
車
場

白石駅前駐車場

新料金［日料金位単種　別

100円100円日1ノ寸イク

50円50円日1自転車時

！，570円

7，870円

1，050円

10，500円

1，540円

7，720円

1，030円

10，300円

1か月

6か月

ノ寸イク

1か月

1年
自転車

定
　
　
期
　
　
利

用

新料金

2，940円

旧料金

2，880円

時間

7時間

新料金

420円

旧料金

410円

時間

1時間

3，360円3，290円8時間840円820円2時間

3，780円3，700円9時間1，260円1，230円3時間

4，200円4，120円

10時問

以上

24時間

以内

1，680円1，640円4時間

2，100円2，060円5時間

2，520円2，470円6時間

城
北

駐
車
場
（
大
型
車
）

公
立
刈
田
綜
合
病
院

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
三
月
か
ら
『
病
衣
』
の
貸
与
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
刈
田
病
院
で
は
三
月
一
日
か
ら
入
院

患
者
の
み
な
さ
ん
へ
『
病
衣
』
を
貸
与

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
は
、
入
院
の
際
パ
ジ
ャ
マ
ま
た
は
寝

巻
な
ど
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
後
は
、
病
院
で
貸
与
い
た

し
ま
す
の
で
各
自
準
備
す
る
必
要
は
な

く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
現
在
、
「
植
木
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』

を
実
施
中
で
、
院
内
の
環
境
美
化
に
ご

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
来
院
者
よ
り

ご
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。
ご
参
加
い

た
だ
い
た
皆
様
に
は
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
刈
田
病
院
の
理
念
を
次
の
よ
う
に
制

定
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
医
療
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
職
員
一
同
努

力
し
て
参
り
ま
す
．
、

●
地
域
住
民
の
た
め
の
チ
ー
ム
医
療
・

　
保
健
及
び
福
祉
の
充
実
を
図
り
ま

　
す
。

●
職
員
の
相
互
理
解
と
信
頼
を
深
め
、

　
健
全
な
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

●
医
療
の
質
を
よ
り
向
上
す
べ
く
、
研

　
修
と
後
進
の
教
育
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
指
定
、

一
年
延
長

　
白
石
中
学
校
区
内
に
お
け
る
少
年
非

行
の
多
発
か
ら
、
少
年
非
行
の
防
止
・

抑
止
活
動
を
図
る
目
的
で
、
平
成
8
年

4
月
、
白
石
中
学
校
区
が
「
少
年
を
非

行
か
ら
ま
も
る
白
石
中
学
校
区
パ
イ
ロ

ッ
ト
地
区
」
と
し
て
指
定
さ
れ
、
関
係

自
治
体
、
少
年
補
導
員
、
児
童
民
生
委

員
、
警
察
等
が
協
力
し
、
非
行
防
止
座

談
会
、
街
頭
指
導
等
の
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
白
石
中
学
校
区
に
お
け

る
現
状
が
地
域
の
人
々
に
理
解
さ
れ
、

成
果
も
徐
々
に
現
れ
て
は
い
る
も
の

の
、
一
部
の
心
な
い
生
徒
の
非
行
が
止

ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
1
0
年
3
月

ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　

問
題
と
な
る
少
年
も
、
生
ま
れ
た
と

き
は
純
真
無
垢
で
す
が
、
そ
の
成
長
過

程
で
色
々
な
人
々
と
会
い
、
そ
し
て

色
々
な
経
験
を
し
て
い
き
ま
す
。
「
三

つ
子
の
魂
百
ま
で
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
そ
の
影
響
の
多
く
は
、
両
親
か
ら

受
け
ま
す
、
ど
こ
に
も
自
分
の
子
供
が

悪
党
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
親
は
い

ま
せ
ん
。

　
一
般
的
に
水
彩
画
は
「
紙
や
下
地
の

白
を
最
上
の
白
と
し
て
、
筆
を
加
え
、

そ
の
度
に
、
絵
は
確
実
に
暗
く
な
る
」

と
聞
き
ま
す
。
純
真
無
垢
な
少
年
が
、

回
り
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
自
分
の

キ
ャ
ン
バ
ス
に
ど
の
よ
う
な
色
付
け
を

し
て
人
生
の
絵
を
描
く
の
で
し
ょ
う

か
。
非
行
を
繰
り
返
す
少
年
の
多
く
は
、

ど
こ
か
で
関
わ
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
、
問
題
行
動
を
繰
り
返
し
て
い
る

の
で
す
。

　
「
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
白
石
中

学
校
区
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
」
と
し
て
の

指
定
が
一
年
間
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
も
う
一
度
、
少
年
の
健
全
育
成
の

た
め
、
地
域
で
何
が
で
き
る
の
か
、
何

を
す
べ
き
か
を
考
え
、
地
域
ぐ
る
み
の

行
動
を
起
こ
し
、
白
石
中
学
校
区
か
ら

”
少
年
非
行
の
絶
無
”
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
五
月
二
十
日
ま
で
に

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
）

の
保
険
料
は
、
年
度
当
初
に
概
算
で
保

険
料
を
納
付
し
、
支
払
っ
た
賃
金
総
額

が
確
定
し
た
時
点
で
保
険
料
の
確
定
・

精
算
と
新
年
度
の
概
算
保
健
料
の
納
付

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
・
納
付
手
続
き
は
、
四
月
一
日

か
ら
五
月
二
十
日
ま
で
の
間
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

㊨
宮
城
労
働
基
準
局

　
盈
〇
ニ
ニ
ー
二
九
九
－
八
八
四
二

白
石
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

★
“
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
”
を
企
画
す
る
過
激
派
集
団

　
極
左
暴
力
集
団
（
過
激
派
）
は
、
日

本
革
命
の
た
め
等
と
称
し
て
様
々
な
テ

ロ
・
ゲ
リ
ラ
事
件
を
繰
り
返
し
、
民
主

主
義
に
敵
対
す
る
き
わ
め
て
反
社
会
的

な
暴
力
集
団
で
す
。

　
去
る
二
月
、
中
東
・
レ
バ
ノ
ン
で
身

柄
拘
束
さ
れ
た
日
本
赤
軍
は
日
航
機
ハ

イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
や
大
使
館
占
拠
事
件

を
繰
り
返
し
て
そ
の
都
度
仲
間
を
奪
還

し
、
現
在
国
外
で
活
動
し
て
い
る
テ
ロ

集
団
で
す
。

　
一
方
国
内
の
過
激
派
は
皇
室
闘
争
、

成
田
闘
争
、
反
戦
闘
争
に
取
り
組
み
、

爆
弾
や
時
限
式
発
火
装
置
を
個
人
の
家

に
仕
掛
け
て
放
火
し
た
り
、
至
近
距
離

か
ら
家
屋
な
ど
に
向
け
て
ロ
ケ
ッ
ト
弾

★
車
両
盗
難
防
止

を
発
射
す
る
な
ど
様
々
な
凶
悪
な
テ

ロ
・
ゲ
リ
ラ
事
件
を
引
き
起
こ
し
て
社

会
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
平
成
二
年
の
即
位
の
礼

大
嘗
祭
で
百
四
十
三
件
の
テ
ロ
・
ゲ
リ

ラ
事
件
を
引
き
起
こ
し
、
宮
城
県
内
で

も
竹
駒
神
社
が
放
火
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
五
年
の
沖
縄
植
樹
祭
に

向
け
十
一
件
の
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
事
件
を

敢
行
し
て
い
ま
す
。

●
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
事
件
は
過
激
派
の
軍

　
事
組
織
と
呼
ば
れ
る
秘
密
部
隊
員
の

　
手
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
秘
密
部
隊
員
は
善
良
な
市
民
層
を
隠

　
れ
蓑
に
徹
底
し
た
潜
伏
生
活
を
続
け

　
て
犯
行
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
過
激
派
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
無
差

別
な
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
事
件
に
は
、
盗
難

車
両
が
使
わ
れ
ま
す
の
で
、
盗
ま
れ
な

い
よ
う
に
し
っ
か
り
ド
ア
ロ
ッ

願
い
し
ま
す
。

★
あ
な
た
の
ま
わ
り
に
こ
ん
な
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

●
単
身
の
は
ず
が
、
数
人
の
誰
か
が
出

　
入
り
し
て
い
る
。

●
部
屋
の
出
入
り
の
際
に
周
囲
を
異
常

　
に
気
に
し
て
い
る
。

●
昼
で
も
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
切
っ
て
、

　
人
が
住
ん
で
い
る
よ
う
な
生
活
実
感

　
が
な
い

ク
を
お

●
部
屋
の
中
か
ら
金
属
を
切
る
音
や
、

　
火
薬
・
薬
品
等
の
臭
い
が
し
て
い

　
る
。

●
他
人
の
家
の
配
線
状
況
を
略
図
に
記

　
録
し
た
り
、
写
真
を
撮
っ
て
い
る
。



老人性

　うつ病

　　白
　　石

精今
神野
科病
　　院

今
野

英
繁

老
人
性
う
つ
病
は
痴
呆
と
間
違
い
や

す
い
が
、
こ
れ
と
は
違
い
、
抗
う
つ
剤

等
投
与
や
精
神
療
法
に
よ
り
治
る
こ
と

が
多
い
疾
患
で
あ
る
。

A
さ
ん
六
十
九
歳
。
二
十
年
来
の
鍋

を
被
っ
た
様
な
頭
重
感
で
い
つ
も
曇
天

の
様
な
気
分
で
い
た
が
、
治
療
に
て
意

欲
の
改
善
と
不
眠
も
治
り
、
晴
天
の
様

な
気
分
を
こ
の
齢
に
な
っ
て
初
め
て
味

わ
う
こ
と
が
で
き
た
と
輝
い
た
顔
で
述

べ
た
。B

さ
ん
六
十
八
歳
、
．
頭
が
ぼ
ー
と
な

っ
て
何
も
し
た
く
な
く
、
ぶ
つ
ぶ
つ
困

っ
た
困
っ
た
と
い
う
，
身
の
回
り
に
も

無
関
心
に
な
り
、
仕
事
も
全
く
手
に
着

か
な
く
、
イ
ラ
イ
ラ
感
や
焦
り
も
み
ら

れ
悲
観
的
な
こ
と
を
口
走
る
。
こ
の
頃
、

記
憶
障
害
、
記
銘
力
障
害
も
あ
り
、
痴

呆
を
思
わ
せ
る
時
期
も
あ
っ
た
．
抗
う

つ
剤
等
の
投
与
、
精
神
療
法
（
医
者
と

の
問
診
）
、
家
人
の
自
殺
防
止
へ
の
協

力
等
で
治
癒
に
至
っ
た
．
、

こ
の
病
気
は
、
真
面
目
過
ぎ
る
と
か

几
帳
面
過
ぎ
る
人
が
か
か
り
や
す
い
傾

向
が
あ
る
。
夜
間
不
眠
、
朝
の
気
分
の

低
下
、
抑
う
つ
感
、
意
欲
の
減
退
、
悲

哀
感
、
自
責
感
、
罪
業
感
、
貧
困
妄
想

等
が
こ
の
病
気
の
症
状
だ
が
、
更
に
厭

世
感
、
希
死
念
慮
、
自
殺
企
図
も
出
て

く
る
こ
と
が
あ
り
油
断
は
で
き
な
い
。

う
つ
病
又
は
、
抑
う
つ
状
態
は
心
の
病

気
、
感
情
障
害
、
気
分
低
下
病
と
考
え
、

早
目
に
、
気
軽
に
近
く
の
精
神
科
を
受

診
す
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
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グリーンオアシス通信v。，，
森づくり大地に託す夢・未来

第48回全国植樹祭

が支援参加

場でう一めんコーナー

画
山林火災に備え、待機

体　
　
し
生
白
広
す
防
の

　
　
行
食
ト
ス
ま
消
辺

団
雇
砧
灯
ぞ
凱
砧
鯛
引
砧
錨
防
砧
鯵
融
肺
鍼
燗
硝
鍮
吻
引

　
　
ビ
白
ス
サ
担
白
会
ま
白
大
理
白
大
救
白
大
付
白
大
タ
ま

交通指導隊

日の式典参加者車輌の交通

たります。

医師会

加者の不測の傷病の手当等

あたります。

自治会連合会

功に向けた広報しろいしの

係機関との調整を図ります．

工会議所

運の盛り上げに商店街にポ

掲出やのぼり旗を設置協力

　　　全国植樹祭に市内関係

　第48回全国植樹祭の式典次第が決　　一ビ．

定し、プロローグ・記念式典・エピ　　O白；

ローグが発表されましたが、当市と　　　ス，

しては、大会成功に向けて各関係団　　　サ・

体の協力支援を頂くことになりまし　　を担i

たので、ご紹介いたします。　　　　O白二

〇白石高・白石女子校・白石工高　　　　会」

　式典音楽関係で合唱隊・吹奏楽隊　　しま聖

として参加します，　　　　　　　　　O白；

○白石市みどりの少年団育成協議会　　　大1

　記念式典で両陛下のお手植え・お　　整理1

手播きの介添えや入場行進など重要　　O白二

な役割を担います。　　　　　　　　　大i

Oボーイスカウト宮城県連盟白石第　　の救1

　1団・ガールスカウト宮城第7団　　O白；

　記念式典の三旗掲揚に出演します。　　　大1

0白石市観光協会　　　　　　　　　配付」

　会場内サービス広場で当市観光物　　O白二

産品をP　R・販売します。（う一め　　　大1

ん・こけし・飲料水・まんじゅう・　スタ・

ミンク・木工品・つけもの）　　　　　しまー

○白石市地域婦人団体連絡協議会

　12，000名の来場者へ湯茶接待のサ

！の少年団㌦
　　　　　　　　　　　　り
Welre　Green　ChiIdren

　　福岡小学校みどりの少年団

　本校と不忘分校の団です。活動を

とても楽しみにしています。

　　大平小学校みどりの少年団

　みどりの大切さに気づき、緑に学

び、緑とともに伸びていこう，

駐灘／臨』戴1、、楕。－雌

　　　　隙，翔，．瓢饗割、輔

製・壁豆」．漕・凹r 痙＝∫』、　　　、　　 　　』苗

厚揚げと小松菜のミルク煮

骨粗しよ翻響ても◎

ヘルスメイト白石

佐藤ミツ子さん
　　　　　　（斎川）

型薫

乳製品を使った

　　材料〈4人分〉

厚揚げ一…………・・…1509

小松菜一……………・・200g

干ししいたけ……………6枚
むきえび………・…・……甲80g

サラダ油……………大さじ1

塩・こしょう…一一…各少々

・「
　　7k一一■・・一■一・P・陶…　一50cc

　　酒……………大さじ1

　　鶏がらスーブの素…小さじ1

　　　スキムミルク　……大さじ2

　　牛乳……・…一・150cc
片栗粉…・……・……・大さじ1

一一一㎜一
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幅
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ー
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ー
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ヲ
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＝

〈
作
り
方
〉

①
厚
揚
げ
は
油
抜
き
を
し
、
水
気
を
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
っ
て
厚
み
を
半
分
に
切
り
、
さ
ら
に
　
π

ま
せ
、
小
松
菜
と
干
し
い
た
軟
∴
㎜

き
え
び
を
い
れ
て
強
火
で
妙
め
る
。
　
㎜
実

さ
ら
庫
揚
げ
を
加
え
て
妙
め
、
塩
∬

こ
し
ょ
う
を
ふ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
工

④
③
の
鍋
に
A
を
加
え
て
混
ぜ
、
ひ
と
　
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

煮
だ
ち
さ
せ
、
水
溶
き
片
栗
粉
で
と
　
》

ろ
み
を
つ
け
て
仕
上
げ
る
，

食
べ
や
す
い
三
角
形
に
切
る
．
．

②
小
松
菜
は
5
㎝
長
さ
の
ザ
ク
切
り
、

干
し
い
た
け
は
も
ど
し
て
半
分
の
そ

ぎ
切
り
、
む
き
え
び
は
酒
と
塩
少
々

を
ふ
り
か
け
る
。

③
中
華
鍋
を
熱
し
て
サ
ラ
ダ
油
を
な
じ

圖回

■
、

’

㌔
　
　
　
，
彦

D（
）

　
　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
高
齢
者
の

　
み
の
世
帯
も
増
え
て
い
ま
す
，
従
っ
て

　
高
齢
者
が
自
分
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な

　
契
約
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま

　
し
た
。
シ
ル
バ
ー
産
業
も
盛
ん
で
、
高

　
齢
者
市
場
は
新
し
い
成
長
市
場
と
し
て

　
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な

　
い
、
高
齢
者
を
め
ぐ
る
消
費
者
取
引
被

　
害
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
障
害
者
も
、

　
快
適
な
生
活
を
し
て
い
く
う
え
で
、
自

　
分
で
い
ろ
い
ろ
な
消
費
者
契
約
を
利
用

　
す
る
機
会
が
増
え
て
き
て
、
同
様
に
被

　
害
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　
　
高
齢
者
も
障
害
者
も
成
人
の
場
合
は

　
法
律
上
、
一
般
成
人
と
同
じ
く
扱
わ
れ

　
ま
す
、
そ
の
た
め
自
分
の
判
断
で
契
約

　
を
し
、
そ
の
契
約
に
は
自
己
責
任
を
持

・
　
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
高
齢
者
だ
か
ら
、
ま
た
は
障
害
者
で

　
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
保
護
す
る
制

　
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
判
断
能
力
が
全

　
く
な
い
人
を
保
護
す
る
た
め
に
禁
治
産

灘鎧適
一
上

F
二一

㎜
．
善

「
“

『高齢者・障害者が契約すると

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
家
庭
裁
判

所
に
申
し
立
て
て
行
い
ま
す
．
し
か
し

禁
治
産
者
は
戸
籍
謄
本
に
記
載
さ
れ
ま

す
。
禁
治
産
者
の
行
っ
た
取
引
は
後
見

人
が
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
判
断
能
力
が
部
分
的
に
不
十
分
だ
っ

た
り
、
判
断
能
力
が
か
な
り
低
い
場
合

は
準
禁
治
産
者
制
度
が
あ
り
、
こ
れ
も

同
様
に
裁
判
所
に
申
し
立
て
ま
す
．
準

禁
治
産
者
は
売
買
等
の
契
約
を
す
る
場

合
に
は
保
証
人
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。判

断
能
力
の
な
い
高
齢
者
や
障
害
者

に
つ
け
込
ん
で
高
額
な
契
約
を
さ
せ
る

悪
質
商
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
明
ら
か

に
判
断
能
力
が
な
い
こ
と
が
証
明
で
き

れ
ば
禁
治
産
者
で
な
く
と
も
契
約
は
無

効
と
な
り
ま
す
，
被
害
に
あ
っ
た
ら
早

目
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
，

　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
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調査年目日：平成9年3月1日

安値
　　　68

　　398

1，600

6，300

　　　98

　　550

　　870

　　936

　　102

　　　78

4，050

高値
　　　88

　　547

2，300

8，500

　　250

　　680

　　756

　　846

　　105

　　　82

5，768

対前年同月比

一　　4

　－　62

十　84
　　　　　　0

　－　　11

十　92

十120
十　115

　－　　1

十　　8

十　　9

平均価格

　　　　80

　　　496

　2，050

　7，133

　　　145

　　　680

　　　829

　規　　　　格

幅25cm長さ8m
l吊化翻無爆酬1、‘ハ、rl働，211窪

小学生調髪

コーノレドショー1・

　　品　目

アルミホイル

応穰用合成洗剤

1長袖ワfシヤツ

　
グ

　
ン

　
ニ

　
一

　
リ
　
ク

料ト

　
ン・

不

　
マ

　
「バ

料髪理

l　go8

　103
　　80

4、984

外食並1皿

184店頭価額

18グ配達料込価額

14現金

14現金
10m

カレーライス

灯　　 油

レギュラーガロノリン

阯　　ギri1

プロパンガス

安値
　　128

　　148

　　　60

　　188

　　198

　　298

　　177

　　168

　　288

　　　65

　　158

高値
　　165

　　198

　　　82

　　258

　　298

　　498

　　198

　　228

　　318

　　　80

　　198

対前年同月比

　一　　4

　一　　　～

一　　3

十　5
－　17

十　55

－　13

十　11

－　38

－　　4

　　　　0

平均価恪

　　　137

　　　171

　　　　68

　　　204

　　　258

　　　398

　　　181

　　　198

　　　304

　　　　73

　　　179

　規　　　　格

並食1袋　6～8枚切

薄力粉　1Kg

袋入り　100g

上臼糖IK9
』二級濃口14ボリ容器入リ

ボリ容器入り　1，500g

カルトン入りソフト225g

紙容器入り　1，01）Occ

カルトン入り　2259

400枚（200組）紙箱人り

幅30cm　長さ20m

　品目
食 ハン
小麦粉
即席中華めん

砂　　糖
しようゆ
サラダ油
マーガリン
牛　　　乳
バ　　タ　　ー

テでソシュヘーハー

ラ　　ッ　　フ



勤労青少年ホーム「ALTA白石」 盈・FAX25－3720

ALTA白石（勤労青少年ホーム）とは？ 愛称「ALTA白石」とは

　若者が仕事を終えた後の遊びや趣

味の余暇活動の拠点として白石市が

設置している施設です。

　利用対象は、原則として勤労者で、

市内に住んでいるか、市内の事業所

に勤務されている15歳から30歳まで

の方を対象としています。

　ホームでは定期講座を開設する

他、ホームを盛り上げてくれるサー

クル活動も募集しています。どんな

趣味でも「仲間を集めたい」、「場所

がない」という方はご相談ください。

（旅行、食べ歩き、アウトドア、映

画・ボランティア等々）

　未知数を表す、α　（與pha）とお

しゃべりを意味する、talkとから造

った造語で、たくさんの人とふれあ

い、職場以外での新しい人間関係を

築いてほしいという願いが込められ

ております。

　どうぞお気軽にご利用ください。

各講座、サークル申込要領

●申込方法

・上記の条件を満たす方ならどなた

でもご利用できますが、必ず利用者

登録することとA　L　T　A白石利用者

会（年会費千円）に入会することが

必要です。新規、継続にかかわらず

申し込まれる際に手続きしてくださ

い。

・受付当日、必ず本人が教材費・受

講料を添えて白石市勤労青少年ホー

ムまでお越しください。

※電話等による申し込みは一切受け

　つけません。

・申し込み者が大幅に定員を越えた

場合は受講できないことがありま

す，また、受付当日に定員に満たな

い講座は、受付日以降先着順に受け

つけますが、申し込み者が極端に少

ない場合は中止することがあります。

●受付時間　午後1時～午後9時

　但し、初日のみ午後6時30分から

1．定期講座（平成9年5月～平成10年2月）

☆レギュラークラス

講座名

1，書道

2，茶道

3．手編み

4，着物着付

5．料理（初級）

6，料理（上級）

7．池坊

8．エアロビクス

9．小原流

曜　日

毎週月曜日

毎週火曜日

毎月第2、4火曜日

毎週水曜日

毎月第2水曜日

毎月第4水曜日

毎週木曜日

毎週木曜日

毎月第2、3、4金曜日

間土
寸

19：00～21：00

18：30～21：00

18：30～21：00

18：30～21：00

18：30～21；00

18：30～21：00

18：30～21：00

19：00～21：00

19：00～21＝00

定員

15

15

15

15

15

15

20

15

20

月額教材費等

※教本代6，000円（一括）

※菓子代等月500円

材料実費

料無

※材料費8，000円（一括）

崇材料費8，000円（一括）

花代1回千円

帝受講料1万円（一括）

花代1回千円

準備物

書道道具

ふくさ、懐紙等

鉤針、棒針

着物

エプロン

エプロン

花ばさみ

運動着、運動靴

花ばさみ

☆フリークラス

講座名

1，日本舞踊

2．洋裁

3．民謡

4．染物教室

曜　　日

毎週月曜日

毎週月曜日

毎週火曜日

毎月第1、3水曜日

間土
寸

18：30～21：00

18：30～21：00

19：00～21：00

！9：00～21：00

定員

15

15

15

15

月額教材費等

料無

料無

教本年1000円

材料費2，000円（一括〉

準備物

浴衣、扇子

裁縫道具

エプロン

ホームページこ案内

　ALTA白石をより多くの方に知っ

ていただくためにホームページを開

設いたしました。

　利用者会活動や講師の先生方のプ

ロフィール等を写真入りで紹介して

おります、ぜひご活用ください。

アドレス

http：／／㎜，jsai．or3P／即agness／siro

／hou111e．index．htnll

勤労青少年ホーム利用案内

●開館時間　午後1時～午後9時

●休館日　日曜、祝日

　　　　12月28日～1月4日
●場　所　白石市字延命寺北15－1

　　　　費・FAX25－3720

フリークラスはより充実した世代の方も歓迎しております。事務室までお問い合わせください、

料理教室（上級〉については基本的に前年度（初級）を受講された方を対象にしております。

※印の教材費等につきましては申し込み時に一括納入願います、

2、サークル活動（平成9年4月～平成10年3月）

サークル

1．ALTAの
　おもちゃ

卓　　球

3．ノ寸ドミントン

曜　　日

毎週月曜日

毎週水曜日

毎月第2、3、4

　木曜日

時　間

19：00～21：00

19：00～2！：00

19：00～21：00

会費

実費

ボール代

シヤトル代

サークル紹介

出来たての新しいサークル。

その時その時メンバーがや

りたいことに挑戦します。今

年は食べ歩きマソプの作成を

予定しています。

手軽にスポーツを楽しみたい

と思っている方歓迎します。

ユニークなメンバーがお待ち

しています。

楽しく、そして真剣に練習を

行っています。みんな楽しく

和気あいあいと活動していま

すので初めての方でもすぐ溶

け込めます，

※ホームでは新しいサークル活動を歓迎します。サークルを始めたい方、活動場所の確保に困ってい

る方、お気軽に事務室へ御相談ください。

キューブ（白石市文化体育活動センター）魏飼89・
6月オープン’ノ

キューブ・ボランティアコーチを募集中！1 「新体操ジュニア教室」生徒募集

　キューブ（白石市文化体育活動セ

ンター）は3月竣工し、機械器具の

使用点検等準備期問を経て、いよい

よ6月から使用開始となります。

　そこで、スポーツ初心者の方にル

ールや練習方法等を指導・コーチし

てくださる「ボランティアコーチ」

を募集しています。

　「ボランティアコーチ」は、キュー

ブ（白石市文化体育活動センター）

において、室内スポーツ、トレーニ

ングの初心者指導をボランティアで

行ってくださる方です。

①スポーツの種目は特に問いませ

ん。バスケットボール、バレーボー

ル、バドミントン、卓球、太極拳等

室内スポーツであれば結構です

　余暇の時問を活用してスポーツ振

興を手伝ってみたいとお考えの方ぜ

ひご応募ください

②登録していただいた方々で「キュ

ーブ・ボランティアコーチ会議」を

開催し、6月からの活動に向けて指

導日、指導方法等協議していただき

ます

●募集期間　平成9年4月末まで

●お申し込み・お問い合わせ先

　白石市文化体育活動センター

　「キューブ」盈22－1890

螺・．／ゐ

、』塞

鴨
・

　“マットの華”である新体操の選手

を目指し、あなたも新体操をしてみ

ませんか。

●共催白石市文化体育振興財団

　　　　白石市体操協会

●練習日　毎週土曜日　14：00～

　　　　Aコース　16：00まで

　　　　Bコース　17：00まで

●場所キューブ・アリーナ
　（6月までは勤労者体育センター）

●対象者

　小学校3年～中学2年の女子生徒

●指導者　白石市体操協会専任講師

●入会金　1，500円（保険料等）

●月会費

　Aコース（3・4年生）4，000円

　Bコース（5年生以上）5，000円

●お申し込み締切り　4月25日（金）

●お申し込み先

　勤労者体育センター　盈25－1536

白石市働く婦人の家 盈25－5095 4月の休館日
7日、13日、21日、

27日、29日

「特別講座受講生募集」ふるさとの山を観る講座 白石の昧“笹まぎ”・
　‘‘くず菓子”を作ろう1！

●日　時

●場所
●内容
●講師
●参加費

●持参するもの

●服装
※サンダル・

　加はご遠慮ください

●定員30名
●お申し込み期問

　4／3　（木）～4／10（木）

平成9年5月1日（木）

8：00～16：00

福島県土湯温泉「仁田沼」

仁田沼の水芭蕉の観察

渡辺信有先生
1，600円位

　　雨具・昼食

運動靴、動きやすい服装

　革靴やスカートでの参

●お申し込み方法

　電話又は直接ご来館のうえお申し

込みください。（お申し込み多数の

場合は抽選となります。）

※定期講座のふるさとの山を観る講

　座を受講している方はご遠慮くだ

　さい。

※次回特別講座「ふるさとの山を観

　る」（5月22日（木）開催）は「昭

　和万葉の森」です。「広報しろい

　し5月号」「ホッとTheしろいし」

　で募集いたしますので、どうぞお

　申し込みください。

平成9年度定期講座開講式のお知らせ

平成9年4月19日（土）

13二20～15：00

白石市役所　4F

大会議室

　　開講式案内のハガキ

　〔特別講演〕　13140～15：00

　「縁起と暦と人生」

　　講師：遠藤　邦悦氏

　　（元宮城教育大学国文学講師）

※託児も行っておりますのでお気軽

　におで力網ナください。

　白石三自の一つ“くず”を使った

和菓子と白石に伝わる笹まきを作っ

てみませんか。

　さらに今回は5月30日より開催さ

れる「全国城下町シンポジウム」の

参加者に白石の伝統の味を味わって

いただくという場もあります。来白

される方々を白石の味でもてなしま

しよう。

●日　時平成9年5月31日（土）

　　　　9二〇〇～12：00

●場所
●講師
●持ち物

●日　時

●場所

●持参するもの

●内容
　〔開講式〕13：20～13：40

費
員

加参
定

●
●

臼石市働く婦人の家

畠つね先生

エプロン・三角巾・筆記

用具

無料（ただし材料費自費）

20名

●お申し込み方法

　4月8日（火）より受け付けます。

電話か直接ご来館のうえお申し込み

ください。



スパッシュランドしろいし盈2軌2326 4月の休館日 9日、23日

各教室のこ案内一4月7日から受付開始一

●お申し込み方法

　受講料3，000円を添えて直接卜‘ス

パッシュランドしろいし”へお申し

込みください。（施設利用料は含み

ません）

◎水泳教室

・募集人数　各20名

　肩曜日コース（基礎コース）

　（10：30～11；30）

・火曜日コース（中級コース）

　（10：30～11：30）

・金曜日コース（基礎コース）

　（10：30～11：30）

・送迎はスパッシュランドしろいし

　シャトルバスをご利用ください。

◎アクアビクス教室

・募集人数　35名

・木曜日コース

　（10：30～11：30）

・送迎はスパッシュランドしろいし

　シャトルバスをご利用ください。

◎エアロビクス教室

・募集人数　各15名

　火曜日コース．木曜日コース
　（18100～19：00）

・送迎はいたしません。

・土曜日コース

　（A　14：00～15：00）

　（B　15：15～16115）

・送迎はスパッシュランドしろいし

　シャトルバスをご利用ください。

　湯っくり湯ったり
・　　温泉健康講座受講生募集

　スバッシュランドしろいしの温泉

に入りながら楽しいひとときをお過

ごしください。

●日　時

　平成9年5月～平成10年3月ま

での毎月第3水曜日10：30～14100

（ただし8月は休講いたします）

●場所スパッシュランドしろい

　　　　し

●定員70名
●受講料　3，000円

　（施設利用料金、資料代等）

●お申し込み先

　スパッシュランドしろいしまで直

接電話でお申し込みください。

スパッシュランドしろいし料金改定のお知らせ 4月1日より夏休みの
　　子供会利用受付開始

　平成9年4月1日より下記のとおり、各種料金が変更になります。

一般利用

大人（中学生以上）

全館利用

1，800円

プール利用

850円

岩風呂利用

850円
市民会員

大人（中学生以上）

全館利用

1，200円

プール利用

650円

岩風呂利用

650円

　夏休みの子供会の行事でスパッシ

ュランドしろいしをご利用頂くため

に、休憩室やお食事ご予約をお薦め

いたします。

無料送迎バスもご用意致しており

ます。

　どうぞご利用ください。

法人割引券個人負担　　600円

ラウンジウエア　　　　350円

　上記のとおり改定させて頂きます

ので、ご理解とご協力をお願いいた

します。

弥治郎こけし村 a26－3993 4月の休村日 9日、23日

弥治郎こけし村オーブン3周年記念企画展

★66えずこ展”と“市内伝統こけし工人春の逸品展”

軽食コーナーのお知らせ

　　えずこ展（4／19～5／6）

市内伝統こけし工人作品の展示・即売

・辱寺言斐コーナー

　故菅野新 一氏から寄贈頂いた木地

玩具（えずこ）の一部を展示

※4／23（水）は、休村日となります。

　春の逸品展（4／1～5／31）

市内伝統こけし全工人逸品作品展示

・伝統こけし、木地玩具……

展示品の販売もいたします。

※4／9（水）、4／23（水）、5／

14（水）、5／28（水）は、休村日

　となります，

軽食堂では、コーヒー・冷しう一

めん・山菜う一めん・カレーライス

や牛丼…等を取りそろえてお待ちし

ております。

チャイルドデーイベント（5／3～5／6）

昔懐かしい遊具で遊びましょう。

（竹、馬r・竹ぽっくり・たがまわし・

なわとび・こま・ケン玉・輪投げ・・

等）

』
、
磯
　
、

影
困

古典芸能伝承の館碧水園岱FAX25－7949

碧水園特別教室受講生募集（期間平成g年4月～平成10年3月）

◆青少年謡曲・仕舞教室◆

・講師臼石喜多会
。目　　日寺　　第1　・3土日翌日　（f士舞）

　　　　第2・4土曜日（謡曲）

　　　　14：00～　月4回

◆横笛教室◆

・講師湯村功・山谷和
・日　時第2・4日曜日18：00～

　　　　月2回
◆江戸千家茶道講座◆

・講師江戸干家

　　　若宗匠川上紹雪ほか
・日　時　毎月水曜日（月3回）

　　　年30回程度

　　　　18：00～20：30

・場所碧水園茶室

・定員先着20名以内
※時間等については、多少変更する

　場合があります。

●受講料　無料（ただし、資料代等

　は自己負担。江戸千家茶道講座は

　実費として目3，000円）

●お申し込み・お間い合わせ先

　4月30日までに、白石市古典芸能

伝承の館（碧水園）　《白石市南町二

丁目1－13　豊25－7949》に来館、

または電話でお申し込みください。

碧水園茶会

　初めての方もぜひどうぞ

●日　時　4月20日（日）10：00～15100

●お茶券　400円

片倉家中武家屋敷「1日小関家」

武家屋敷催事『端午の節句展』

●期　間　4月26日～5月5日

　　　　9：00～17：00

●会場
　片倉家中武家屋敷「旧小関家」

●共催
　（財）白石市文化体育振興財団

●内容
・宮城昭守氏による刀剣の展示。

・五月人形の展示。

・笹巻の実演と試食

　（5月3日10100～12：00）。

●入場料

　通常の武家屋敷観覧料で御覧いた

だけます。

●お問い合わせ先

　市教育委員会社会教育課

　文化財係

　⑳25－2111（内線）412、413

図書館 盈26－3004

4月1日から本の貸出し登録番号の書きかえを行います

・書きかえは備え付けの用紙に住所、氏名、電話番号などを書いて受付に出

してください。

平成9年度利用案内
・利用できる方は白石市内に住んで

いる方、または白石市に通勤・通

学している方です。

・本は一人5冊まで15日間借りられ

ます（ベストセラーは2冊まで5

日間・グループの場合は1か月間

の貸出となります）

・読書相談，調査研究などのある方

は係に申し出てください。
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L旧RARY　NEWS

■新着図書案内30選

1．まにあうよ、いまからでも

　　　　　　ッワルスキー・A・J著
2，図説奥州藤原氏と平泉　　高橋富雄他著

3．毛利元就　　　　　　　　　森本　繁著

4，ホームステイわくわく留学　松岡昌幸著

5．図説電子マネー　　　　　須藤　修他著

6．子どもを伸ばすあの手この手すべての手

　　　　　　　　　4・4木F易一r・f也著

7．検死捜査　　　　　　　野口卜一マス著

8，カラスは天才　　　　　　唐沢孝…著

9．ウイルスと庫染のしくみ　　生田　哲著

10．マルチメディアと危機昌埋システム

　　　　　　　　　吉川英一編
11．家庭でできる健康チェック　高僑正樹著

12．作ろう！カーグソズ　　　　　雄鶏社編

13．村上昭子の昧付けのコツ　　村上昭子著

14．レ・ソスンシ1，1一ズ　スカーフ＆マフラー

　　　　　　バ・ノチワーク通信社編
15．金田一少年の秘密メモ

　　　　　　新宿ミステリー学会編
！6．俳句h達の10章　　　　　　賎貝碧蹄館著

17．やせる想い

18．あなたの気持ち

19．ただ去るが如く

20．空洞産業

21，幽霊たちのエピローグ

22，新入社員

23，悪意

24．魔鋭の女王

25．やぶにらみの人生

26、極悪人

27．幸せになりたい

28．感染

29．別れた夫への手紙

　　　　　　ダントン・
30．アウト・オブ・マインド

　　　　　　　　ベルンレフ

森公美子苦

堀田あけみ著

香納諒一著

江波戸哲夫著

赤川二郎著

江波戸哲夫著

東野圭吾著

井沢元彦著

そのかおる著

山田風太郎著

刀南アサ著

赤羽　尭著

　スーザン著

　　　」著

　　◆図書館利用案内◆

開館時間　火～土曜日　9時～17時

　　　日曜日　　10時～16時
休館日　　月曜日、毎月末日、国民の祝日

　　　1011～10／10（曝書期間）、年末

　　　年始、その他
4月の休館日

　7日、14日、21日、28日、29日、

30日　（月末整理日）



〔 労者体育センター使用料改定のお知らせ〕

〔伐鱈親しみゃすく〕

　消費税の改正にともない、4月！

日より白石勤労者体育センターの利

用料金が改定されました。

●お問い合わせ先

　白石勤労者体育センター

　費25－1536

　　コート　＼
区分　　　区分＼使用時間

被保険者

般

半面

全面

半面

全面

旧料金

新料金

旧料金

新料金

旧料金

新料金

旧料金

新料金

使 用 料

9：00d2：00

500

520

1，000

1，050

1，000

1，050

2，000

2，100

13：00～17：00

750

780

1，500

1，570

1，500

1，570

3，000

3，150

工7：00～21：00

1，000

1，050

2，000

2，100

2，000

2，100

4，000

4，200

全　　日

2，000

2，100

4，000

4，200

4，000

4，200

8，000

8，400

　南蔵王山ろくの「白石市不伐の森」

に、公衆便所（車イス用完備）、あ

ずまやが完成しました。

　川原子ダム周辺の約39㌶の森林に

は、木肌の美しいアカマツ林やコナ

ラなどの雑木林が広がり、林の中を

散策できる約2，800mの歩道や湖面に

映える不忘山を楽しめる展望広場が

整備されています。

　蔵王連峰の雄大な風景を望みなが

ら、自然が身近に感じられる、さわ

やかな森林空間を楽しんでみません

か。

●お間い合わせ先

　市農林課林務係

　費25－2111（内線）224

　4月7日～は下記へ

　白石市農林振興センター

　費22－1253

※上記使用時間区分の内、旧来の正午～午後5時については上記のとおりとなります。

料公園施設の利用料金の改正について1

　4月1日より消費税の税率が3％

から5％に改正されるのに伴い、有

料公園施設の料金がこれまでの内税

方式から外税方式に改められる事に

なり、使用料の一部が下記のように

改正されます。

　なお、この改正後の料金と今回改

正のなかった有料公園施設の使用料

に、5％の消費税を加算した額が請

求額となります。（ただし、10円未

満の端数は切り捨てとなります）

●お問い合わせ先

　市都市計画課　公園緑地係

　盈25－2111（内線）252

公園名

白石川緑地

益岡公園

施設の種類

又は名称

陸上競技場

野球場照明施設

庭球場照明施設

使 用 料

単 価

放送設備一式

更衣室一室

1時間
1時間（1面）

金　　　額

改正前

1，030円

1，030円

5，150円

510円

改正後

1，000円

1，000円

5，000円

500円

　平成9年度に市内小中学校の体育

館、校庭などを利用される団体は、

使用を始める前にルールとマナーを

守る団体として教育委員会に登録し

なければなりません。市内に在住、

在勤、在学（必ず責任者として成人

が含まれていること）の会員10名以

上で登録してください。登録申請は、

利用しようとする学校までお願いし

ます。

●お問い合わせ先

　市教育委員会社会教育課

　恐25－2111（内線）412

石市消費者の会よりのお知らせ

　臼石警察「大平劇団」の寸劇を上

演します。ぜひご覧ください。

●日　時　4月23日　11：00～

●場　所　健康センター大会議室

●テーマ　「悪質商法にあわなよう

　　　　に」

●お問い合わせ先

　太田　盈25－2111（内線）661

石郵便局からのお知らせ

★あなたも利用してみませんか？

　白石郵便局の1階窓ロロビーの奥

にコミュニティルームがあります。

絵や写真など、各種サークルや個人

の作品等の発表会や展示会にぜひご

利用ください。

　使用料は無料。展示用のパネル等

もお貸しいたします。

　お申し込み等詳しくは総務課まで

お申し出ください。

盈25－2741

　輝いています。今のあなた
★ 5

平成9年度白石市奨学生募集

　市内に1年以上住んでいる方の子

弟で、高等学校以上の学校またはこ

れと同等の学校に在学する、学術優

秀、品行方正、心身ともに健全で、

経済的事由により学資の支弁の困難

な学生を対象に、奨学生を募集しま

す。

区　分

大学生

短大生

高校生

募集人員

5人以内

3人以内

2人以内

貸付金額

月額25，000円

月額25，000円

月額15，000円

※募集人員は、応募状況により変更

　になる場合もあります。

●申請の手続き　申請用紙（市教育

　委員会にあります〉に所定の事項

　を記入し、学校長の推せん書、成

　績証明書、在学証明書を添えて4

　月30日（水）までに申請してくだ

　さい。

　なお、日本育英会等の奨学金を

　受けている方はご遠慮ください。

●貸付金の償還

　貸付期間満了の6か月後から月

　賦均等償還により、貸付を受けた

　期間の2倍に相当する期問内に償

　還する。（繰上げ償還もできます）

●お問い合わせ先

　市教育委員会　管理課総務係

　盈25－2111（内線）404、405

白石市民春まつり甲冑行列参加者募集

　今年は、市民のみなさん（甲冑行

列参加者）の中から片倉小十郎及び

鬼庭左月の役で馬に乗っていただき

ます。ぜひ生涯の記念にお誘い合わ

せの上ご参加ください。

●日　時　5月3日（祝日）

●募集人員　50名

●条　件　20～50歳までの市民の方

ユネスコ料理教室

※配役は実行委員会にて決めさせて

いただきます。また「稚児行列」の参

加者も同時に募集していますのでみ

なさんの参加をお願いいたします。

●お間い合わせ先

　白石市民春まつり協議会事務局

　（白石市商工観光課内）

　費25－2111（内線）242　菊地

　「戦争は人の心の中で生まれるも

のであるから、人の心の中に平和の

とりでを」を提唱しながら活動して

いる白石ユネスコ協会では、料理教

室を開催いたします。

時
所
容
師

日
場
内
講

●
●
●
●

4月21日　10100～13＝30

市中央公民館調理実習室

アメリカの家庭料理

ユディ・カミングス夫人

　仙台アメリカンスクールの先生、

　宮教大講師。世界の料理に精通し

　ている先生です。

●会　費　1，000円

●お申し込み先

　自石市中央公民館（小林）まで

　盈24－5377・26－2453

●定員　30名

　（定員になり次第締め切ります）

5

唯

第5回宮城県・仙台市障害者スポーツ大会

（第33回全国身体障害者スポーツ大会

　　　　　宮城県予選）出場者募集1！

●日　程

　平成9年5月31日（土）卓球競技

　平成9年6月1日（日）水泳競技

　平成9年6月8日（日）陸上競技

●会場
仙台市泉総合運動場体育館

（卓球競技）

宮城県総合運動場グランディー21

（水泳競技）

宮城県宮城野原公園運動場陸上競技

場（陸上競技）

●募集期問

　平成9年4月1日（火）

　　　　～平成9年4月15日（火）

●お申し込み・お問い合わせ先

　宮城県身体障害者福祉協会

　盈　022－291－1522・1587

　FAXO22－291－1588

バドミントンしませんか

　白石バドミントンクラブでは一緒

に汗を流す仲問を募集します。

初心者大歓迎です。

象
時
所
費

対
日
場
会

●
●
●
●
　（入会時

　ワックス代

●お申し込み先

　佐久間俊夫（盈25－6802）

小学4年以上の一般男女

毎週木曜日19：00～21：00

大平小学校体育館

月額1，000円（学生半額）

スポーツ保険1，300円、

　1，000円）

　自石ユネスコ協会

　　からのお知らせ

　第16回公民館まつりのおりに、

ユネスコ募金にご協力いただきま

してありがとうございました。

　紙上をお借りして御礼申しあげ
1ます。

　集まりました募金は河北新報社

に寄託、海外救援金へ寄進いたし

　ました。
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4月6日

　内科大沼医院a25－2502
　外科　刈　田　病　院岱25－2145

　歯科　ごとう歯科医院盈24－2020

4月13日

　内科亘理医院紐25－8501

　外科刈田病院費25－2145
　歯科石川歯科医院盈32－2088

4月20日

　内科広瀬医院奮25－0283

　外科刈田病院蝕25－2145
　歯科　広瀬歯科医院盈26－1871

4月27日

　内科海上医院盈25－1501

　外科加藤医院a26－2653
　歯科　千木良クリニック盈26－1131

4月29日

　内科　水野クリニック　盈25－2736

　外科堤医院盈25－1181
　歯科岩田歯科医院盈25－2191

5月3日

　内科梅津内科医院費24－3571

　外科橋本病院盈25－1616
　歯科　清原歯科医院a25－1030

5月4日

　内科　引地クリニック　盈26－2823

　外科

　歯科

5月5日

　内科

　外科

　歯科

刈田病院紐25－2145
亘理歯科医院盈26－2563

塚本医院費26－1026

銭谷医院a25－2010
白石中央歯科医院費24－5554

※都合により変更になる場合があり
　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

人ロ41，777人（前月比）±0人

　

帰2q543

、世帯数

　

帰21・234書12餌9
※住民基本台帳から

　2月28日現在

6、馬上からお礼申しあげます

　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄附をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

　還暦を祝う会（昭和11年・12年生）

会長菊池謙三氏、日販商事（株）代表

取締役社長安藤好昭氏、遠藤宗弘氏、

エコー設備工業　代表取締役高橋良

夫氏、佐藤不動産　佐藤栄作氏、上

杉賢治氏、半沢克美氏、後藤昭信氏、

白石経済交流プラザ『89　代表山田

實氏、杉の子母親クラブ　会長佐々

木とし子氏

林振興センター 4月7日（月）

　　にオープンノノ

・白石市農林振興センターが4月7

日（月）にオープンします。

・所在地は、旧宮城県白石地域農業

改良普及センターがあった白石市

福岡長袋字陣場が丘12－13です。

ここには、市庁舎の中にあった産

「

業部農林課、地籍調査室及び農業

委員会事務局が入ります。また新

たに「市役所サービスセンター」

が置かれ、戸籍・住民票・印鑑等

の各種証明書が交付できるように

なります。

林課・地籍調査室・農業委員会事務局

　振興センターに移転4月7日（月）より業務開始

　移転により、上記課等の業務はす

べて、農林振興センターで行うこと

になりました。

　窓口業務としては、次のものが農

林振興センターで受け付けされます。

①農業振興地域整備計画証明

　　　　　　　　　（農林課）

②農業経営移譲名義変更証明

　　　　　　　　　（農林課）

③地籍調査成果に基づく集成図等の

　交付　　　　　　　（地籍調査室）

④農地等の移動・転用・農業者年金

　の受給　　　（農業委員会事務局）

●振興センター内電話番号

　農林課　　　盈22－1253

　地籍調査室　盈22－1257

　農業委員会事務局

　　　　　費22－1256

　FAX（共通）22－1258

電話番号（代表）22－1253

　　　　　　　　　　　至仙台　　　　　　　翁
　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　靭

　　　　　　　　　　劉一◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　JA白石市福岡支所
至福島　　　　　’！”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’◎ρ

市内の交通事故ぞノ1鉱鮨　　　・．

事故発生件数68件（187件）

死亡者数　1人（　2人）
　　　　　　　　　　　　　　‘負傷者数17人（37人）
物損件数53件（154件）

‘

「 季川干しのお知らせ

用水路の俊深と補修のための川干

しをおこないます。各ご家庭の周囲

の側溝や占用箇所の土砂上げをお願

いすると共に、火の元に充分ご注意

ください。

●実施区域

自石土地改良区管轄用水路全域

●実施期間　4月12日（土）6100

　　　　　～14日（月）17：00

　　　　　3日間夜問を含む
●お問い合わせ先

　市建設課盈25－2111（内線）264

月1日から新たに公共下水道を使える
ことになる地域について

　4月1日から公共下水道に接続で

きる区域は、下記表の地域にお住ま

いの皆様です。

　該当する皆様には、受益者負担金、

排水設備工事等の説明会開催に関す

る通知を差し上げますので、ぜひご

出席ください。

　公共下水道を使用できる地域にお

住まいの方々で、まだ水洗トイレに

改造をしていない方は、早い時期に

下水道に切替え工事を済ませてくだ

さい。

　なお、工事の依頼は、白石市公認

排水設備等工事業者に直接申し込ん

でください。

　今後とも、公共下水道事業にご理

解とご協力をお願いいたします。

●お間い合わせ先

　白石市土木部下水道課

　恩25－2111（内線）271・272

南町一丁目・二丁目の一部、東町二丁目・三丁目の一部、旭町二丁目～四丁目の

一部、字堂場前の一部、字沢目の一部、郡山字雨ヶ作の一部、鷹巣土地区画整理

地内の一部、大平森合字清水田、字鹿ノ前、字権現山の各一部、福岡蔵本字六本

松一番の一部、福岡長袋字上河原、字柴屋敷、字中河原、字入田前の各一部、字

銚子ヶ森の一部

の募金にこ協力ください。

　4月1日から5月31日までの春季

緑化運動強調期問に併せて、県下一

斉に「緑の募金」運動が始まります。

　平成7年に「緑の募金法」が制定

され、昭和25年から続いてきた「緑

の羽根募金」が「緑の募金」として

強化・拡充されて、家庭募金を始め

として全国的な運動が展開されてお

ります。緑の募金は私たちの身近な

緑化や地球的規模の環境問題にも活

用されます。皆様のご協力をお願い

いたします。

●募金期間　4月1日～5月31日

●お問い合わせ先

　白石市緑化推進委員会事務局

市農林課林務係

血25－2111（内線）224

4月7日～は下記へ

白石市農林振興センター

盈22－1253

石市民体育館・市民会館の
閉館のお知らせ

平成9年4月1日から白石市民体

育館、市民会館が閉館いたします。

市民の皆様には長い間ご利用いただ

きありがとうございました。

今後、イベント、各種大会等につ

いては「キューブ」をご利用ください。

パ嵩謹開園〕

　市が小原に整備を進めていたスパ

ッシュランドパークの一部が4月23

日いよいよ開園します。

　スパッシュランドパークはスパッ

シュランドの対岸に位置し、今回開

園するのは「四季の花木苑地」と

「彫刻ふれあいの苑地」と呼ばれる

エリアです。

　「四季の花木苑地」は四季折々の草

花が季節毎にその表情を変え、一年

をとおして利用者の目を楽しませて

くれるものと思います。

　「彫刻ふれあいの苑地」は5人の作

家の手による彫刻が設置され、彫刻

と間近で親しむことができます。

　また、乗用車39台分の駐車場とト

イレ、あずま屋も設置されておりま

すので、小原温泉、スパッシュラン

ドを利用の際や、国道113号を通行

の際にはお立ち寄りのうえ、四季そ

れぞれの草花や彫刻に触れ親しんで

ください。

【開園式】

●日　時　4月23日10：00～

●場所
　スパッシュランドパーク駐車場

●お問い合わせ先

　市都市計画課

　a25－2111（内線）210

※開園式においでの方、先着100名

様に苗木を進呈いたします。

・下水道料金への

消費税率の転嫁について

　平成9年4月1日から消費税率
（地方消費税を含む）が5％に引き

上げられることにともない、上・下

水道料金に転嫁される消費税率につ

いても平成9年4使用分の料金（5

月25日納期分）から新税率の5％に

なります。

●お問い合わせ先

　白石市水道事業所

盈25－5522

市下水道課

盈25－2111（内線）271・272
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　　　　みき
大野美希ちゃん
　（大鷹沢小・4年）

越河に住む村上　要二さん（75）は、市役所で受講した講習会をきっかけ

に16年問手話通訳者として活躍されています。

「静岡で働いていたとき、耳の不自由な方が一緒に働くことになって、筆談

で仕事を頼んでたんですが、お昼休みなんかに予話で話しているのを見て、習

ってみたいなって思ったんですよ。」

受講後つくった、様々なサークルの一一つに、昨年まで耳の不自由な方ととも

に手話劇を上演していた「しらゆり会」があります。

「耳の不自由な方が社会とふれあいやすい状況をつくってあげたいという話

になって、　　　劇の上演を考えたんです。それで
当時手話を習っていた高校生にひっぱられて

（笑）何とか1回目を昭和62年に上演したん
です」

　それから10年、毎年行われてきた手話劇
は、昨年で終了しました。

「今は耳に障害を持つ人も、積極的に社会に

かかわれるような形を模索しているんです。」

10もの団体を掛け持ちで活躍する村上さ

んの目は常に次の活動に向いています。

　「障害者相談員としての活動の中で、働きた

いっていう人が多いんですよ。それで何かそ

ういう方面の活動をって考えてるんです。」

理想的な第二の人生がここにあります。
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　　　　みおト可部　　　多零ちゃん（6歳）

　　みさぎ’ちゃん（4歳）

一美さん、友さんご夫妻の長女・次女

ママからひとこと

健康一番。

パパノ）、らひとこと

元気で仲良く！

閣竃慶 餌

人権擁護
行 政

生 活

社会保険
消費生活

回
ス

巡
ビ

器
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補
サ

律法料無

障　害　者

年少青

曲
辰 家

税務相談

15

15

15

4・25
15

毎週月・水・金

リオン
10・23
ニホン
25

15

9
　毎週
月・火・木・金

10

15

魍
團
魎

10：00～15：00

繧ー■

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～12：00

9：30～15：00

10：00～15：00

13：00～14：00

10：30～11：30

10：00～15：00

10：00～15：00

9：00～17：00

10：00～12：00

10＝00～15二〇〇

第2会議室　　④2

第2会議室　⑫2

第2会議室
福祉事務所相談室⑫1

第3会議室　⑫3

女性政策室　⑫2

福祉事務所　　⑫1

第4会議室　　＠4

第2会議室　⑫3

青少年相談センター　（⑫4

農村振興センター

第2会議室　⑲2


